
信
託
統
治
制
度
の
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治

問
題
の
所
従

い
い
託
統
治
制
度
の
創
設

一
中
政
及
び
内
務
省
に
よ
る
統
治
(
以
上
、
第
企
《
百
円
ゲ
)

凶
際
の
平
和
及
び
安
令
の
栴
進
を
凶
る
誌
務
の
背
日
以
と
そ
の
制
服
行

安
ん
十
保
隊
を
締
保
す
る
た
め
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
戦
略
上
の
立
味

凶
際
の
一
平
和
及
び
安
全
の
的
進
を
阿
る
議
務
の
版
行

地
域
住
民
の
利
刊
紙
保
護
を
閃
る
義
務
の
版
行

政
治
的
紅
一
以
の
促
進

経
済
的
訂
一
段
の
促
進

社
会
的
進
歩
の
促
進

教
育
的
進
歩
の
促
進

結
び
(
以
上
、
本
号
)

-L
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 2 
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白

川

)

矢

崎

幸

生

四

国
際
の
平
和
及
、
び
安
全
の
増
進
を
図
る
義
務
の
背
景
と

そ
の
履
行

安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
戦
路
上
の
意

味

日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
統
治
は
、
そ
れ
以
前
の
統
治
符
、

ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
統
治
と
は
只
な
り
、
川
内
際
述
削
山
及
び
凶
際

述
合
と
い
う
、
間
際
機
関
を
介
寂
し
て
の
統
治
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
統

治
同
の
施
政
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
附
際
機
関
か
ら
義
務
が
課
さ
れ

て
い
た
っ

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
術
事
利
川
と
い
う
い
附
で
、
山
間
際
機
関
か
ら
湘
附
さ
れ

た
義
務
を
み
る
と
、
日
本
に
湘
附
さ
れ
た
義
務
と
、
ア
メ
リ
カ
に
課
さ
れ

た
義
務
の
内
符
が
、
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
つ
す
な
わ

ち
、
間
際
述
附
聞
か
ら
日
本
に
対
し
て
は
、
同
際
述
山
規
約
第
4

-

A

牛久市第

信
託
統
治
制
度
の
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
ぐ
;
完
)
(
欠
附
)

)L 
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J
，ノ

J
ノ
E
1
ノ

五
項
及
び
委
任
統
治
条
項
削
財
閥
条
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
内
に

際
泌
恢
似
拠
地
え
は
陣
地
を
建
設
す
る
こ
と
が
祭
比
さ
れ
て
い
た
c

ま

た
、
地
域
防
衛
以
外
の
た
め
の
住
民
に
対
す
る
年
計
教
育
も
祭
ι比
さ
れ

て
い
た
3

こ
れ
に
対
し
、
凶
際
連
合
は
、
附
際
述
九
日
銭
常
務
八
問
条
に

よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
間
際
の
一
平
和
及
び
安
ん
干
の
維
持
に
つ
い
て
の

役
割
を
来
た
す
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
義
務
付
け
、
出
ん
に
、
間
際
述
合
恋

卒
第
七
九
条
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
信
託
統
治
協
定
」
第

五
条
に
よ
り
、
間
際
述
合
憲
政
第
七
六
条
日
砂
川
以
び
第
八
問
条
に
必
づ

く
義
務
の
版
行
の
た
め
に
、
次
に
指
げ
る
権
利
を
認
め
た
の
で
あ
る
つ

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
海
中
小
、
陣
取
及
び
山
川
町
干
の
川
依
拠
地
を
建
設
し
、
か

つ
安
楽
を
建
設
す
る
こ
と

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
軍
隊
を
治
相
屯
さ
せ
、
こ
れ
を
利
川
す
る
こ
と
へ
)
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
か
ら
の
義
汲
半
、
使
，
松
及
び
援
助
を
州
民
川
す
る
こ
と
c

川
門
際
述
山
山
川
か
ら
日
本
に
ぶ
さ
れ
た
総
務
と
、

M
刊
際
述
九
日
か
ら
ア
メ
リ

か
に
深
さ
れ
た
義
務
の
内
科
が
正
反
対
に
な
っ
た
経
給
料
に
つ
い
て
次
に

検
札
す
る
こ
と
に
す
る
む

日
本
に
剤
師
さ
れ
た
義
務
を
定
め
た
間
際
連
関
縦
約
は
、

4

九
A

九
年

六
日
け
ム
八
日
制
州
印
、

a

九
-
バ
)
年
A

バ
一
心
け
に
効
々
が
党
役
し
た
。

し
か
し
、
日
本
は
そ
れ
よ
り
五
午
前
の
、
九
一
例
年

4
0
Hげ
に
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
を
ト
川
似
し
、
不
政
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
一
九
七
年

a

H
バ
か
ら
二
一
刀
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
問

の
秘
情
交
渉
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
け
本
の
領
上
級
主
張

)L 
/1.. 

の
保
障
を
仰
げ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
が
、
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
恥
け
を
し
た
の

は
一
九
A

七
年
間
バ
六
日
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
ま
で
に
川
ド
イ
ツ

楠
民
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
け
本
、
イ
ギ
リ
ス
山
川
治
飢
(
市

ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
)
に
よ
り
、
将

来
れ
附
飢
仁
と
す
る
滋
凶
の
h
i

に
叩
学
出
制
さ
れ
て
い
た
こ
そ
こ
で
、

ア
メ
リ
カ
は
川
ド
イ
ツ
航
民
地
の
処
分
に
参
加
す
る
機
会
が
符
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
問
題
を
ア
メ
リ
カ
の
利
必
に
な
る
よ
う
に
処
即
し

よ
う
と
考
え
、
こ
の
む
針
の
ド
に
け
パ
体
化
を
凶
っ
た
の
が
、
委
任
統
治

制
皮
で
あ
る
c
U
A
K
任
統
治
制
度
の
実
現
に
努
力
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ

ル
ソ
ン
大
統
似
の
滋
問
は
、
川
ド
イ
ツ

Mm民
地
、
特
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

が
日
本
に
帰
以
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
が
ね
な
わ

れ
る
事
情
ぽ
に
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
し
か
し
、
州
中
川
際

に
成
h

比
し
た
委
任
統
治
制
度
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
、
上
保
と
、
他
の

M
m肌

議
開
の
植
民
地
併
合
、
仁
し
義
と
の
妥
協
に
よ
ゐ
も
の
で
あ
っ
た
c

日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
に
閉
し
て
は
え
ば
、
日
本
は
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
L

ゃ
い
け
本
間
似
ト
し
の
情
成
部
分
と
し
て
、
そ
の
川
法
の
ド
に
施
政
を

行
う
こ
と
が
必
め
ら
れ
た
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
あ
く
ま
で
凶
際
述
間

の
受
任
統
治
地
域
で
あ
什
一
て
、
日
本
の
鋭
ト
い
そ
の
も
の
と
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
同
際
述
問
規
約
に
よ
り
泌
さ
れ
た
義
務
を
版
行
す
る
任
務

を
伐
っ
た
の
で
あ
る
υ

日
本
に
川
附
さ
れ
た
義
務
の
A

つ
は
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
に
慨
が
廿
培
地
を
設
け
な
い
と
す
る
禁
止
条
縦
で
あ
る
c

凶
際
述
関

山
川
市
を
川
以
初
に
出
ハ
ル
点
し
た
尚
ア
フ
リ
カ
の
ス
マ
ツ
ツ
将
市
の
早
川
糸
に
も



「
阿
川
均
以
上
の
兵
々
を
構
成
す
べ
か
ら
ず
」
と
の
氏
刺
怖
が
あ
っ
た
が
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
後
で
は
、
前
山
市
化
禁
止
条
項
が
出
火
に
品
川
化
さ
れ
、
同
際
述

別
刷
出
胤
約
街
角
m

，
必
品
川
第
ベ
山
引
に
、
的
川
市
城
え
は
限
海
市
川
悦
刷
拠
地
の
悠
設
を
然

止
す
る
と
い
う
衣
川
刊
で
、
例
文
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
官
約

に
よ
り
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
日
本
の
領
上
と
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
共
体
化
し

つ
つ
あ
っ
た
時
点
で
、
委
任
統
治
制
度
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
け
本
領
上
化
を
附
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
み
な
ら
ず
、
日

本
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
引
が
的
に
利
用
す
る
滋
を
も
閉
ざ
す
こ
と
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
v

こ
の
よ
う
な
、
ア
メ
リ
カ
の
巧
み
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
巾

tu一
化
の
た
め
の
外
交
政
策
の
紡
浜
、
川
本
は
A

九
一
一
一
六
年
末
の
市

怖
い
然
条
約
時
代
を
迎
え
る
と
さ
ま
で
、
同
限
条
約
十
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

を
市
ポ
的
に
利
川
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
漬
か
れ
て
い
た
内

L

か
し
、
日
本
に
と
っ
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
戦
略
上
の
最
波
性
は
大
き

く
、
特
に
川
門
際
述
出
脱
退
時
以
降
は
、
い
わ
ゆ
る
大
米
州
共
栄
胤
雄
'u一

の
進
以
に
伴
う
対
小
川
ト
羽
交
通
の
必
衡
と
し
て
、
ミ
ク
ロ
、
ネ
シ
ア
の
川
川
家

。

的
手
要
性
は
ま
す
ま
す
明
ん
し
た
ゾ
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
対
府
方
ι
父
通
の

災
衡
と
寸
7
Q
与
え
は
、
海
引
に
よ
る
ミ
ク
口
、
不
シ
ア
の
い
巾
政
時
代
に
、

械
に
桝
え
ら
れ
て
い
た
u

そ
の
け
ん
地
か
ら
、
日
本
の
委
任
統
治
地
減
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
好
都
た
る
い
川
洋
庁
所
在
地
が
、
山
川
一
れ
叫
ん
リ
却
の
川
町
か
れ

て
い
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
中
心
部
に
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
代
わ
り
に
、

市
万
進
出
の
足
が
か
り
に
制
限
利
な
佼
慌
を
1
川
め
て
い
る
と
し
て
、
凶
の

一。

端
に
位
置
す
る
パ
ラ
オ
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

日
本
に
と
っ
て
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
軍
事
ヒ
の
な
味
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
そ
れ
F

け
体
を
、
ア

メ
リ
カ
と
の
戦
争
に
お
け
る
前
哨
必
地
及
び
決
戦
場
と
し
て
位
齢
、
づ
け

一
川

U
J

る
と
叫
ん
に
、
南
方
進
出
の
機
点
に
す
る
と
い
う
役
割
を
も
来
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
む

市
九
:
一
六
年
末
の
軍
備
無
条
約
時
代
を
迎
え
て
、
日
本
は
急
逮
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
に
、
対
ア
メ
リ
カ
戦
に
備
え
る
た
め
の
市
事
総
地
悠
設
に
治

3
 

ヂ
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
問
…
年
今
晶
一
バ
八
日
の
太
平
洋
戦
争
開
始

時
ま
で
に
は
、
あ
ま
り
に
も
時
間
同
が
な
く
、
ね
に
防
衛
施
設
耐
で
は
準

1
 

備
不
足
の
ま
ま
対
ア
メ
リ
カ
戦
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
戦
勝
附
ア
メ
リ
カ
は
、
伐
に
戦
争
中
の
一
九

円
:
年
の
段
階
で
、
委
任
統
治
制
度
に
代
わ
る
信
託
統
治
制
度
を
創
設

-ひ

す
る
檎
組
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
彰
え
に
対
し
て
、
山
川
附
の
海
外
納

民
地
が
伝
託
統
治
制
度
の
ド
に
院
か
れ
る
こ
と
を
公
れ
た
、
イ
ギ
リ
ス

の
賛
成
が
仰
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
時
点
で
は
実
現
に
ま
で
は
奈
ら
な
か
っ
-
た
c

い
れ
託
統
治
制
度
を
凶
際
述
合
の
制
度
の
中
に
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の

良
一
本
方
針
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、

J

九
四
五
年
J

一
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
に

お
い
て
で
あ
る
u

ヤ
ル
タ
会
談
に
お
い
て
は
、
信
託
統
治
の
対
象
と
な

r
M
)
 

る
地
域
内
に
術
事
抗
借
地
を
設
け
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
‘
九
刊
行
年

間
口
け
か
ら
六
月
に
か
け
て
関
供
さ
れ
た
国
際
迷
合
窓
ネ
を
作
成
す
る
た

め
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
滋
に
お
い
て
、
信
託
統
治
制
度
が
正
式
に

同
際
連
合
惑
が
の
山
げ
に
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
の
ド
に
前
述
し
た
よ

い
信
託
統
治
制
度
の
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
一
;
完
}
(
矢
崎
)

)L 
)L 



筑
波
法
政
第
a

一
十
六
号
(
一
九
九
九

う
に
、
十
一
の
地
域
が
信
託
統
治
地
域
と
さ
れ
た
が
、

A

九
問
ヒ
年
四

月
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
信
託
統
治
協
定
が
間
際
連
合
安
令
保
隙

樫
事
会
で
水
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
み
が
、
川
門
際

迷
合
滋
'
時
十
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
た
信
託
統
治
制
度
の
、
第
二
の
タ
イ

プ
と
し
て
の
戦
時
的
れ
託
統
治
制
度
の
下
に
波
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
、
他
の
信
託
統
治
地
域
と
呉
な
る
「
戦

略
地
以
」
(
田
守
主
晶
は

2
8
)
と
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
市
部
が
、
γ
仁

川
似
し
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
併
合
化
努
求
!
と
、
ア
式
リ
カ
川
務
省
の
山
川
、
え

た
信
託
統
治
地
域
化
の
、
い
わ
ば
妥
協
の
泌
物
と
し
て
作
り
附
さ
れ
た

制
度
で
あ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
油
判
断
地
院
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
を
日
開
の
鋲
ト
し
に
準
じ
た
形
で
統
治
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
る
」
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
は
、
間
際
述
限
の
委
任
統

治
判
例
'
肢
に
よ
り
、
交
付
牝
同
日
本
に
禁
じ
て
い
た
ミ
ク
ロ
チ
ン
ア
の
械
が

利
川
を
、
第
P

次
大
戦
後
、
同
際
連
合
に
戦
略
的
い
い
託
統
治
制
度
を
作

る
こ
と
に
よ
り
、
合
法
的
に
同
際
社
会
か
ら
認
め
さ
せ
た
の
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
が
必
め
さ
せ
た
市
川
県
利
用
の
内
科
…
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
令

ま
ず
、
じ
い
託
統
治
制
皮
の
甘
柄
本
目
的
を
、
間
際
の
山
下
利
及
び
山
K
A
L
を

m

進
す
る
こ
と
と
定
め
(
出
川
際
連
合
志
水
第
七
九
ハ
条

a
け
在
、
仰
い
川
北
統
治

地
域
を
制
限
内
平
和
及
、
び
安
全
の
維
持
の
た
め
に
、
信
託
統
治
地
械
が

そ
の
役
割
を
米
た
す
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
施
政
権
符
の
義
務
で
あ
る

と
定
め
、
そ
の
た
め
に
、
信
託
統
治
地
域
の
義
勇
京
、
使
徒
及
、
び
援
助

を
利
川
守
る
こ
と
が
?
き
る
と
定
め
た
(
M
m
際
述
合
議
ド
ネ
約
八
開
条
)
。

。。

ま
た
、
信
託
統
治
協
定
に
よ
り
、
そ
の
協
定
が
適
附
さ
れ
る
抗
手
山
統
治

地
域
の
一
部
又
は
全
却
を
合
む
、
会
え
は
A

‘
以
上
の
戦
時
地
区
を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
(
凶
際
述
九
日
忠
市
市
第
八
-
一
条
)
、
実
際

に
こ
の
規
定
に
ぷ
づ
き
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
杭
必
統

治
協
定
治
-
条
に
お
い
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
戦
略
池
氏
と
し
て
指
定

し
た
の
で
あ
る
ハ
戦
略
地
似
と
さ
れ
た
信
託
統
治
地
域
に
川
附
す
る
附
際

述
合
の
す
べ
て
の
任
務
は
、
じ
託
統
治
川
相
手
会
で
は
な
く
、
安
全
保
隙

即
事
会
が
行
、
つ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
(
間
際
述
合
怒
れ
第
八
:
一
条
)
、

ア
メ
リ
カ
は
こ
の
規
定
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
統
治
に
つ
い
て
安

全
保
障
問
時
事
会
で
、
航
行
機
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
c

ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
が
戦
時
地
阪
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
施
政
権
行
ア
メ
リ
カ

は
、
ア
メ
リ
カ
信
託
統
治
協
定
第
三
-
一
条
に
よ
り
、
安
令
仰
郎
防
を
雑
巾
川

十
と
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
あ
る
特
定
の
阪
城
を
随
時
閉
鎖
す
る
こ
と
が

九

Q
O

認
め
ら
れ
た
日
ま
た
、
川
協
定
第
五
条
に
よ
り
、
安
全
保
向
上
の
目
的

の
た
め
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
川
県
予
約
に
利
川
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
~

闇
際
の
平
和
及
び
安
全
の
増
進
を
図
る
義
務
の
履
行

ア
メ
リ
カ
が
信
託
統
治
時
代
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
行
っ
た
安

全
保
障
上
の
最
大
の
活
動
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
消
ぬ
に
お
い
て
一
述
の
核

実
験
を
ね
っ
た
こ
と
と
、
一
九
六

O
年
ま
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ほ
と
ん

ど
の
地
域
を
外
部
か
ら
閉
鎖
し
、
閉
鎖
解
除
後
も
マ
ー
シ
ャ
ル
持
ぬ
の

2 



ク
ワ
ジ
ャ
リ
ン
深
礁
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
を
縦
続
し
、
ク
ワ
ジ
ャ
リ
ン

球
燃
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
訓
練
坊
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
、

安
八
仁
川
体
防

k
の
行
動
で
特
記
す
べ
き
事
柄
は
、
内
務
省
に
統
治
を
移
管

し
て
い
た
北
マ
リ
ア
ナ
品
向
の
う
ち
、
サ
イ
パ
ン
ぬ
と
テ
ニ
ア
ン
'
い
刊
を
、

-
九
五
一
ド
年
に
内
び
均
一
小
の
符
股
下
に
泌
す
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
地
域

を
外
部
か
ら
閉
鎖
し
、
サ
イ
パ
ン
ぬ
に
ゲ
リ
ラ
戦
訓
練
坊
を
設
け
、
使

Q
d
 

川
し
た
と
さ
れ
る
、
述
の
軍
事
的
活
動
で
あ
る
つ

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
お
託
統
治
の
期
間
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ

は
、
前
述
し
た
安
八
上
保

m
lの
治
動
以
外
の
、
指
摘
で
き
る
よ
う
な
、

ミ
ク
口
、
ネ
シ
ア
の
抗
抜
の
軍
事
利
川
は
わ
っ
て
い
な
い
そ
の
第
一
の

川
山
は
、
約
ふ
a

次
大
戦
ぶ
則
の
卜
H
M
m
川
代
か
ら
ほ
ぼ
.
五
年
間
に
わ
た

り
、
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
を
ア
メ
リ
カ
以
外
の
第
二
一
川
の
術
事
行
的
の
た
め

に
使
川
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
第
三
同
排
除
の
た
め
の
地
域

(
却
一

と
し
て
の
み
利
川
し
た
'
か
ら
で
あ
る
c

こ
の
よ
、
つ
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の

v
b
J利
川
の
社
ト
々
を
、
ア
メ
リ
カ
は

nd品
三
吉
町
三
ggmHuw
と
呼
び
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
ア
メ
リ
カ
本
ト
し
に
対
す
る
、
級
め
て
有
効
な
防
御
の

た
め
の
交
へ
丘
地
帯
と
し
て
、
引
続
き
俄
保
し
て
お
こ
う
と
し
た
の
で
あ

日
明
品
一

る
、
第
-
-
の
川
内
山
は
、
ゐ
九
六
九
年
の
ニ
ク
ソ
ン
"
ド
ク
ト
リ
ン
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
新
防
衛
ラ
イ
ン
を
ア
ジ
ア
大
院
か
ら
ハ
ワ
イ
、
グ
ア

ム
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
移
動
さ
せ
る
場
合
に
、
必
裂
と
な
る
必
地
建
設

の
た
め
の
候
補
地
を
、
あ
ら
、
か
じ
め
保
保
し
て
お
く
と
い
う
、
将
米
の

郁
事
利
川
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ハ
-
九
六

0
年
代
に
は
、
沖
縦
以
一

還
交
渉
が
日
米
両
同
開
で
山
場
を
迎
え
て
い
た
コ
沖
縄
の
返
還
は
J

九

六
九
年
一
‘
月
一
つ
け
れ
の
、
佐
勝
栄
作
総
閣
内
大
問
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領

hn一

の
共
同
戸
別
に
よ
り
、
基
本
的
介
訟
に
述
し
た
。
同
じ
4

九
六
九
年
は
、

ア
メ
リ
カ
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
間
の
一
信
託
統
治
後
の
政
治
的
地
位
に
閲
す

る
交
渉
が
始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
v

沖
純
を
日
本
に
返
還
す
る
こ

と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
市
基
地
の
機
能
が
減
少

し
、
ね
に
校
兵
詳
の
保
作
れ
が
で
き
な
く
な
る
環
境
に
院
か
れ
る
こ
と
を

意
味
し
た
コ
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
部
は
、
沖
州
刊
を
返
還
し
て
も
、
ア

メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
防
衛
能
力
が
低
ド
し
な
い
よ
う
に
、
ミ
ク

「
川
品

ロ
ネ
シ
ア
を
沖
純
の
代
川
時
打
法
地
候
補
と
し
て
考
え
た
の
で
あ
る
υ

沖
縄

FD 

の
け
本
・
返
還
は
、
.
九
じ
二
年
五
月
J

r

八
日
に
実
現
し
た
が
、
沖
縦
返

還
後
も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
安
〈
ト
保
一
隙
ト
ん
の
機
能
と
役
割
を
引

続
き
維
持
す
る
必
袋
が
あ
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
時
ト
い
の
袋
求
が

ア
メ
リ
カ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
間
の
政
治
的
地
位
交
渉
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
っ
た
2

以
上
述
べ
た
-
A

つ
の
舟
山
川
、
ア
メ
リ
カ
本
上
初
衡
の
た
め
の
第
て
凶

排
除
地
域
と
し
て
維
持
す
る
た
め
、
及
び
沖
縄
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
九
日
む
ア
ジ
ア
大
隙
か
ら
の
後
退
(
同
即
日
目
宮
内
庁
後
の
新
防
衛
ラ
イ
ン

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
係
保
し
、
統
治
を
続
け
た

の
で
あ
る
川

い
い
託
統
治
制
…
伎
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
降
今
、
完
)
{
矢
崎
)

。
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五

地
域
住
民
の
利
益
保
護
を
図
る
義
務
の
鰻
行

同
際
述
A
H
志
水
第
仁
し
ハ
久
本

b
Uに
定
め
ら
れ
た
、
地
域
れ
一
民

ω利
リ
命

保
議
を
阿
る
統
治
義
務
の
う
ち
、
「
白
治
J

人
は
独
次
に
向
か
っ
て
の
住

民

ω漸
進
的
発
注
を
促
進
す
る
こ
と
の
」
の
公
務
は
、
政
治
的
分
野
に

総
す
る
が
γ
射
な
の
で
、
次
の

1
の
政
治
的
進
歩
の
促
進
の
山
中
で
、
主
授

な
検
討
課
題
と
し
て
扱
う
c

そ
こ
で
、
検
刈
す
べ
き
課
題
を
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
人
の
政
治
的
進
歩
、
統
済
的
進
歩
、
社
会
的
進
広
、
政
育
的
進

歩
の
問
点
に
ま
と
め
て
、
い
託
統
治
期
間
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
統

治
義
務
が
、
こ
れ
ら
問
分
野
で
ど
の
よ
、
つ
に
緩
行
き
れ
た
か
診
祭
す
る

こ
と
に
す
る

政
治
的
進
歩
の
促
進

れ
治
え
は
独
立
に
向
か
っ
て
の
住
民
の
漸
進
的
発
達
を
促
進
す
る
と

い
う
義
務
の
山
政
行
状
況
を
総
括
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
P
H
H

治
の
促
進
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ
が
早
期
の

実
施
を
は
指
し
た
恭
本
政
策
の
‘
つ
は
、
自
治
体
の
設
置
で
あ
っ
た
c

こ
の
政
策
を
進
め
た
結
果
、
九

AK

年
ま
で
に

rH治
体
の
設
蹴
は
大

き
な
進
展
を
見
せ
、
一
-
六
の
れ
治
体
が
設
問
さ
れ
た
。
ま
た
、
凶
作
十

ま
で
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
地
以
の
う
ち
、
サ
イ
パ
ン
及
、
び
ト
ラ
ッ
ク

地

K
以
外
の
地
一
院
に
お
い
て
、
諦
問
機
関
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

議
会
も
設
山
仇
さ
れ
て
い
た
c

そ
の
後
、
一
九
六
三
作
ま
で
に
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
の
六
地
院
す
べ
て
に
議
決
機
関
と
し
て
の
設
会
が
作
ら
れ
、
議
会

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
ん
し
地
以
を
代
表
す
る
選
会
と
し

て
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
設
会
(
の
CHHm吋
岩
田
田
氏
沼
片
B
P
2
5
)
は
、
鼻
九

六
例
年
に
正
式
に
設
刑
判
さ
れ
も
山
引
で
九
六
五
年
か
ら
議
会
活
動
を
開
始

し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
が
統
的
機
関
に
お
い
て
山
め
る
割
合
も
次
第

に
的
人
し
、
似
品
統
治
領
政
ぃ
川
職
民
数
で
は
る
と
、

A

九
七
六
年
六
日
付

ご
一

O
H
の
附
点
で
行
政
部
門
で
は
、
七
、
五
七
じ
人
の
う
ち
七
、
。
八

六
人
が
、
ぺ
法
部
門
で
は
牟
七
三
人
の
、
っ
ち
、
奇
心
ハ
七
人
の
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
人
が
泌
附
さ
れ
て
い
た
。
寸
法
滞
の
裁
判
官
に
つ
い
て
見
れ
ば
‘

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
以
内
の
件
以
判
所
と
し
て
の
、
し
的
ι
浄
作
批
判
刈
の
波
判
山
口

問
人
は
、
ん
i
Rが
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
(
た
だ
し
、

9

九
七
仁
作
‘

O
H川
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
が
陪
席
裁
判
行
に
就
任
し
た
。
)
が
、
ト
級

殺
判
官
は
、
.
-
間
人
の
う
ち
間
人
の
ア
メ
リ
カ
人
裁
判
官
を
除
け
ば
、

八
K
M
ハ
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
な
っ
て
い
た

ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
は
、

B

九
七

0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
北
マ
リ
ア
ナ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
応
及
び

い
信
託
統
治
制
度
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
そ
寸
完
)
(
矢
崎
)

o 
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パ
ラ
オ
の
問
地
域
に
分
裂
し
た
c

こ
の
分
裂
に
伴
い
、
一
九
七
六
年
一
一
一

月
a

a

問
日
付
内
務
長

eV命
令
第
二
、
九
八
九
り
に
よ
り
、
北
マ
リ
ア
ナ

は
信
託
統
治
領
政
府
の
統
治
機
構
か
ら
分
離
さ
れ
、

z
仏
法
権
も
北
マ
リ

ア
ナ
議
会
に
付
与
さ
れ
た
。
残
り
の
一
一
4

地
域
は
、
川
引
付
税
き
信
託
統
治
制
限

政
治
の
統
治
機
機
の
ド
に
院
か
れ
た
も
の
の
、
一
九
七
八
年
九
バ
-
一
九

日
付
内
務
長
官
命
令
第
三
、
つ
つ
仁
川
り
に
よ
り
、
立
法
修
は
、

J
J

地
域

に
そ
れ
ぞ
れ
設
償
却
ご
れ
た
内
治
政
府
議
会
に
付
与
さ
れ
た
ο

そ
の
後
、

作
地
域
に
お
い
て
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
で
、
滋
法
の
施
行
と
と
も
に

各
地
域
の
白
治
政
府
が
脱
出
足
し
た
手
自
治
政
府
の
発
比
時
期
は
、
北
マ

リ
ア
ナ
・
・
」
九
七
八
年
一
月
九
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
消
ぬ
・
・
‘
九
七
九
年

7
}
 

K
月
一
日
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
・
・
4

九
七
九
年
五
月
一

(
U
H、
パ
ラ

〆

け

の

ョ

オ
・
・
.
九
八
a
k
咋

.
H
川
一
円
、
で
あ
っ
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
杭
託
統

治
が
正
式
に
終
了
し
た
の
は
、
北
マ
リ
ア
ナ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
迷
邦
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
ぬ
に
つ
い
て
は
、

PH治
政
府
代
兆
円
札
後
史
に
一

O
年
以
上

た
っ
た
-
九
九

O
年
-
…
一
月
‘
‘
今
一
日
、
パ
ラ
オ
は
-
九
九
凶
年
一
心
月

山刊一

-
円
で
あ
る
=

以
上
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
凶
際
連
合
滋
取
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に

却
附
さ
れ
た
ミ
ク
ロ
、
ネ
シ
ア
の
'
け
治
又
は
独
走
川
ぷ
山
内
現
の
義
務
は
、
ほ
ほ
版

行
さ
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
と
忠
わ
れ
る
う

し
か
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
政
治
的
進
歩
の
促
進
を
阿
る
た
め
の
ア

メ
リ
カ
の
統
治
じ
は
、
一
二
つ
の
問
題
点
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

そ
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
自
治
又
は
独
h

止
の
達
成
ま
で
に
時
間
が
か
か

0 
111.1 

り
す
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
0

日
間
際
述
合
の
信
託
統
治
制
度
の
下
に
依
託
統

治
地
域
と
さ
れ
た
の
は
、
ト
ゅ
の
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
地
域
は
ぬ
九
五
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
施
政
下
の
ト

i
ゴ
ラ
ン
ド
を
皮
切

り
に
一
九
じ
五
年
の
ニ
ュ
!
ギ
ニ
ア
ま
で
、
次
々
と
独
伝
え
は
近
隣
の

他
の
局
間
と
合
併
し
て
、
い
い
託
統
治
地
域
と
し
て
の
池
位
か
ら
離
れ
た

そ
の
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
み
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
い
託
統
治
地
域
と

な
っ
て
い
た
が
、
正
式
に
信
託
統
治
が
終
了
し
た
の
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
北
マ
リ
ア
ナ
が
、

ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
の
独
良
か
ら
遅
れ
る
こ
と
一
五
年
刊
の
.
九
九

O
年、

パ
ラ
オ
は
そ
れ
よ
り
吏
に
四
年
後
の
、
一
九
九
同
年
で
あ
っ
た
つ
し
か

も
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
作
凶
・
地
域
の
信
託
統
治
の
終

f
は
、
そ
の
終
了

と
同
時
に
、
北
マ
リ
ア
ナ
を
除
く
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
同
が
、
川
臥
巾
砂
川
な
な

味
で
完
全
一
な
よ
権
独
立
附
家
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
立
昧
す
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
c

確
か
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
凶
の
依
託
統
治
終

rと
共
に
、
こ
れ
ら
の
同
は
、

M
川
際
科
会
に
お
い
て
は
独
J

げ
を
達
成
し

た
と
し
て
抜
わ
れ
、
そ
れ
故
に
、
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
迷
路
、
マ
ー
シ
ャ
ル

清
一
品
は
.
九
九
A

年
九
日
付
七
日
に
、
パ
ラ
オ
は
九
九
問
年
一
一
.
川

一
五
日
に
、
川
間
際
連
合
へ
の
加
盟
が
泌
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
各
附
の
「
独
'
リ
一
」
は
、
い
わ
ば
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
各
闘
は
、
依
然
と
し
て
厳
滑
な
意
味
で
の
独
な
と
は
、
け
え
な

い
、
あ
い
ま
い
な
政
治
的
地
紋
に
僚
か
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
各
問
は
信
託
統
治
終

f
後
の
政
治
的
地
位
と
し



て
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
連
合
同
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
自
府
連

合
と
い
う
政
治
的
地
位
は
、
非
自
治
地
域
が
自
治
を
達
成
す
る
手
段
と

じ
て
間
際
迷
合
総
会
決
議

(
C
-
k
p
-
F
W由・

5
S
(
)門
〈
)
)
の
付
縞
文

存
に
お
い
て
示
さ
れ
た
二
一
つ
の
選
択
肢
①
主
権
独
立
閤
家
に
な
る
こ

と
、
②
独
京
国
家
と
の
自
白
迷
合
、
③
独
占
仏
閣
家
へ
の
統
合
、
の
A

つ

で
あ
る
3

す
な
わ
ち
、
自
治
達
成
の
手
段
と
し
て
、
独
な
と
自
由
連
合

は
別
の
選
択
肢
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
明
白
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
ま
た
、
自
由
連
合
と
い
う
政
治
的
地
佼
に
つ
い

て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
自
由
迷
合
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
け
る
審

議
の
過
殺
で
、
次
の
見
解
を
述
べ
、
自
由
連
合
問
の
独
立
問
と
し
て
の

地
伎
を
明
確
に
ぷ
口
定
し
た
。
「
自
白
連
合
は
、
独
立
と
は
区
別
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
白
山
連
合
闘
は
、
安
全
保
隊
及
び
防
衛
の
分
野
で
機
能

が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
「
独
立
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
」
事
実
、
ア
メ
リ
カ
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
側
と
の
問
で
締
結
さ
れ

た
白
山
述
合
協
定
、
第
一
寧
第
一
条
第
一
一
一
節
に
は
、
「
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
人
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
制
定
し
た
懲
法
に
よ
り
、
樹
立
さ
れ
た
政

府
を
通
じ
て
自
治
を
行
う
。
」
と
の
み
表
現
さ
れ
、
独
立
問
と
し
て
の

政
治
を
行
う
と
は
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
白
山
迎
合
閣
は
、
自
国
の
安
全
保
障
、
防
衛
の
分

野
に
機
能
が
認
め
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
外
交
問
題
の
処
理
に
お
い

て
も
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
安
全
保
障
、
防
衛
が
関
係
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
制
限
さ
れ
て
い
る
(
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と

の
自
由
連
合
協
定
及
び
パ
ラ
オ
と
の
自
由
連
合
協
定
、
第
一
章
第
二
条

第
一
ニ
コ
一
節

(
a
)
、
第
一
一
一
車
第
一
条
第
三
一
一
二
節
)
。
自
由
迷
合
の
関

係
を
定
め
る
基
本
法
と
し
て
の
自
由
連
合
協
定
の
継
続
期
間
は
、
発
効

後
一
五
年
目
(
パ
ラ
オ
は
五

O
年
目
)
に
、
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
側
双
方
の
合
窓
に
よ
り
、
又
は
そ
れ
ぞ
れ
一
方
か
ら
の

-m入
れ
に
よ

り
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
さ
れ
て
い
る
(
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
迷
邦
と
の
自
府
連
合
協
定
及
び
パ
ラ
オ
と
の
白
出
迎
合

協
定
、
第
四
業
第
四
条
、
第
五
条
)
も
の
の
、
恭
本
的
に
は
終
了
期
間

は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
終
了
手
続
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、
現
論
的
に

は
自
前
連
合
の
関
係
は
、
水
久
に
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
史
に
、
終
了

手
続
が
と
ら
れ
、
自
由
連
合
関
係
が
存
続
し
な
く
な
っ
た
後
も
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
領
域
へ
の
第
二
一
関
軍
隊
ア
ク
セ
ス
瓶
一
合
格
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
自
由
連
合
協
定
の
付
属
協
定
(
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
と
の
問
で
は
「
本
協
定
第
一
一
一
一
一
一
節
、
第
一
掃
一
二
三
節
に
基

づ
く
相
互
安
全
保
障
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
問
の
協

定
」
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
の
闘
で
は
「
本
協
定
第
一
一
一
一
一
一
節
、
第

三
二
…
一
一
節
に
蒸
づ
く
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
友
好
協
力
相
在
円

安
全
保
隊
協
定
」
)
に
よ
り
、
パ
ラ
オ
に
つ
い
て
は
本
協
定
第
問
権
第

五
条
第
間
五
三
節

(a)
の
規
定
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
側
双
方
の
合
意
が
な
い
限
り
、
換
言
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
阿
滋
し

な
い
限
り
、
永
久
に
効
力
を
も
ち
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

信
託
統
治
制
度
の
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
二
、
完
)
(
矢
崎
)

一O
五



筑
波
法
政
第
二
十
六
日
ゲ
(
一
九
九
九

こ
の
よ
う
に
、
安
全
保
隊
、
防
衛
問
題
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ
に
、
水
統
的
に
従
成
す
る
関
係
に
置
か
れ
た
れ
山
迎
合
同
は
、

P
M
H
)
 

完
全
な
主
権
独
立
国
家
と
は
汗
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
丘
味
で
、
ア

メ
リ
カ
は
凶
際
述
合
憲
本
に
よ
り
課
さ
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
p

け
治
又

は
独
点
を
迷
成
さ
せ
る
義
務
の
う
ち
、
内
治
の
達
成
義
務
の
協
同
行
は
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
独
L

止
の
迷
成
義
務
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
川
町
山

に
よ
り
、
完
人
七
独
L

札
の
達
成
と
い
う
な
味
で
は
、

M
版
行
し
た
と
は
一
け
え

な
い
の
で
あ
る
つ

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
の
a

a

徐
日
の
問
題
点
は
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
分
裂
を
生
じ
さ
せ
、
し
か
も
そ
の
一
つ
の
地
域
、
北
マ
リ
ア

ナ
合
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
政
治
的
地
位
に
し
た
卜
し
で
、
引
己
の

似
十
い
に
併
介
し
た
こ
と
で
あ
る
、
太
平
洋
地
的
必
信
託
統
治
地
域
と
し
て
、

一
つ
の
政
治
的
取
紋
と
し
て
統
治
ぎ
れ
て
い
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
、
一

九
五
‘
年
か
ら
九
六
牛
舎
年
ま
で
の
問
、
マ
リ
ア
ナ
地
ば
い
が
他
の
地
阪

か
ら
分
離
き
れ
、
海
取
に
よ
り
分
刈
統
治
さ
れ
た
そ
の
後
、
マ
リ
ア

ナ
地
ば
は
同
び
統
介
さ
れ
、
内
務
省
の
符
料
ド
に
間
か
れ
た
も
の
の
、

九
仁
ヘ
ピ
年
代
に
な
っ
て
分
離
運
動
を
汗
坑
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン

ヴ
ふ
凡
ス
と
な
る
近
を
…
選
択
し
た
乞
マ
リ
ア
ナ
地
以
は
り
以
終
的
に
、
「
北

Y
リ

γ
ナ
活
向
付
ゴ
点
、
ノ
ウ
エ
ル
ス
」

5
0
5
B
o
p者
g
H
5
0門
吾
市

況
。
三
宮

B
宮

2
5
5
r
gロ
円
山
田
)
と
い
う
名
称
で
、
ゐ
九
七
六
年
間

バ
-
け
に
正
式
に
他
の
地
域
か
ら
分
離
し
て
、
別
の
政
治
的
主
体
!
と

ら

な
っ
た
{
マ
リ
ア
ナ
地
区
が
分
捕
附
し
た
後
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
は
、
従

O
Lハ

に
マ
ー
シ
ャ
ル
滋
ぬ
地
以
及
び
パ
ラ
オ
地
一
は
い
が
分
却
し
、
白
九
七
九
年

間
月
・
ゐ
が
け
に
発
せ
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
内
務
省
令
第
二

AO--
九
な
に
よ
、
po

り
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
議
砧
」
、
「
パ
ラ
オ
」
及
び
ヤ
ッ
ブ
、
ト
ラ
ッ
ク
、

~
7

「

8

ポ
ナ
ペ
、
コ
ス
ラ
エ
の
問
地

μい
か
ら
怖
成
さ
れ
る
「
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
述

邦
L

(

可
申
告
吋
己
主
盟
主

2
C同
伊

向

付

5
5忠
釦
)
の
、
ゐ
一
つ
の
政
治
的

9
J
 

1
 

主
体
に
一
分
附
附
さ
れ
、
会
政
治
的
、
正
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
メ
リ
カ
と
の

何
で
向
山
述
合
協
定
を
締
結
し
、
例
別
の
れ
山
迎
合
同
と
な
っ
た
の
で

あ
る
じ
こ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
分
裂
を
も
た
ら
し
た
ア
メ
リ
カ

の
統
治
は
、
川
内
際
述
合
志
水
の
け
的
及
び
原
則
に
以
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
街
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
の
そ
の
珂
山
は
、
-
九
六

O
年
ト
一
一

川
二
問

H
に
附
印
刷
仇
さ
れ
た
、
同
際
迷
九
川
第

a
h
M総
会
の
決
議
「
梢
民

地
諸
川
、
諸
人
民
に
対
す
る
独
立
付
与
に
間
関
す
る
立
一
バ
」
(
以
下
、
「
梢

民
地
独
点
付

Fl川
、
バ
」
と
い
う
さ
)
(
の

-
P
W
2・
5
E
へ
阿
〈
)
)
の

第
六
条
に
「
同
の
同
日
比
的
統
一
及
び
悩
七
保
全
の
部
分
的
ま
た
は
全
体

的
絞
壊
を
め
ざ
す
い
か
な
る
企
同
も
、
川
内
際
述
九
日
滋
ポ
の
日
的
及
び
川
町

川
川
と
誠
和
し
な
い
じ
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
の
分
裂

は
ま
さ
に
こ
の
条
瓜
に
必
中
f
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
、
北
マ
リ
ア
ナ
が
コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
と
い
、
つ
政
治
的
地
紋
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
主
権
ド
に
組
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
た
と
え
、
住
民

投
票
に
必
づ
く
、
自
決
権
ね
使
と
し
て
の
、
北
マ
リ
ア
ナ
人
民
の
ア
メ

リ
カ
領
ト
し
化
へ
の
安
明
に
、
ア
メ
リ
カ
政
的
が
応
え
た
の
だ
と
い
う
、

併
合
正
中
I
化
九
酬
を
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
州
市
え
る
に
せ
よ
、
こ
の
併
合
に



は
、
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
コ
す
な
わ
ち
第
A

次
大
戦
中
に
お
い
て
、

大
凶
洋
滋
市
及
び
カ
イ
ロ
立
古
川
で
口
一
3

一
け
さ
れ
た
「
飢
上
不
拡
大
川
町
則
」

は
、
戦
争
目
的
の
政
策
的
衣
別
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
市
川
町
の
問

刷
出
〆

際
社
会
の
法
的
念
の
い
武
明
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
北
マ
リ
ア
ナ
の

併
合
が
、
十
円
相
川
時
か
ら

4
1
0年
以
ト
い
は
れ
逃
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
鋲
ト
し
不
拡
大
以
則
の
珂
念
に
紙
触
す
る
と
九
バ
、
つ
こ
と
は
で
き
よ

う
コ
ア
メ
リ
カ
の
J

リ
以
怖
か
ら
れ
ん
れ
ば
、
信
託
統
治
終
了
後
も
引
続
き
、

ア
メ
リ
カ
の
戦
時
ト
い
の
利
縫
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
特
に
戦
路
上
市
川

裂
な
地
域
で
あ
っ
た
北
マ
リ
ア
ナ
を
他
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
か
ら
分
制
附
し

て
、
改
め
て
ア
メ
リ
カ
の
鍛
ト
し
と
す
る
必
袋
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
c

そ

の
た
め
、
戦
時
的
伝
託
統
治
地
域
と
し
て
い
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
、
信

託
統
治
後
の
政
治
的
地
位
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
似
し
し

不
拡
大
以
別
に
夜
桜
触
れ
な
い
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
什
決
械

を
移
市
一
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
形
式
的
に
は
合
法
的
子
段
で
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
を
市
領
し
て
以
米
、
ア
メ
リ
カ
械
部
が
、
ド
ぃ
似
し
て
い
た
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
、
ア
メ
リ
カ
銀
上
化
を
北
マ
リ
ア
ナ
に
つ
い
て
の
み
、

成
就
し
得
た
の
だ
と
一
パ
い
如
何
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
に
つ
い
て
の
J

二
役
目
の
問
題
点

は
、
パ
ラ
オ
慾
法
と
'
日
山
連
合
協
定
の
対
立
問
題
で
あ
る
。
こ
の
件
は
、

パ
ラ
オ
人
誌
が
起
草
、
制
定
し
た
パ
ラ
オ
志
法
の
い
わ
ゆ
る
非
核
条

(幻
v

頑
と
、
ア
メ
リ
カ
と
パ
ラ
オ
の
問
で
締
結
さ
れ
た
れ
山
迎
合
協
定
の
、

核
兵
器
の
パ
ラ
オ
領
域
内
へ
の
持
込
み
を
認
め
得
る
条
項
と
の
不
巡
合

に
よ
り
、
七
川
実
施
さ
れ
た
山
山
述
介
協
定
の
示
誌
を
求
め
る
同
氏
投

2
 
2
 

鴨
川
に
お
い
て
も
、
パ
ラ
オ
憲
法
の
規
定
に
よ
る
氷
認
の
必
準
に
述
せ
ず
、

山
市
川
述
合
協
屯
が
ぷ
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
c

こ
の
問

題
解
決
の
た
め
に
、
山
山
川
述
A
H
協
定
の
条
項
を
パ
ラ
オ
窓
法
の
条
項
に

迎
合
さ
せ
る
と
い
う
ト
刀
法
を
と
ら
ず
、
活
に
滋
法
の
条
川
〈
を
全
史
す
る

九幻

こ
と
に
よ
り
、
以
終
的
に
白
山
山
迎
合
協
定
が
ゆ
が
川
澗
附
さ
れ
た
の
で
あ
る
ハ

前
打
の
解
決
ト
刀
法
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
安
令

保
問
と
防
衛
に
優
先
権
を
出
く
ア
メ
リ
カ
の
川
門
広
が
符
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
、
と
こ
ろ
で
、
こ
の
パ
ラ
オ
の
が
例
は
、
パ
ラ
オ
人
民
の

民
狭
山
決
権
の
行
使
の
引
川
県
と
し
て
制
定
さ
れ
た
滋
訟
の
条
瓜
が
、
ア

メ
リ
カ
側
の
安
全
保
向
上
の
月
山
に
よ
り
変
則
~
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
ぷ
引
F

次
大
戦
後
の
凶
際
法
規
の
文
内
に
お
い
て
、

内
決
(
由
自
問
ム

2
2
5
5江
o
E
の
話
旬
は
、
同
際
述
九
日
滋
引
い
の
第
喰

条
第
品
川
ハ
と
第
五
五
条
の
‘
か
所
に
は
ら
れ
る
c

第
一
条
第
‘
:
瓜
に
は

「
人
民
の
川
昨
休
日
以
び
山
口
決
の
川
町
別
の
作
取
に
ぷ
礎
を
お
く
諸
問
問
の
友

好
関
係
を
党
泌
さ
せ
る
こ
と
」
と
む
め
、
第
五
五
条
に
も
、
第
.

h

入本川川

-

A

凶
引
と
ほ
ぼ
同
様
の
衣
況
の
組
む
を
附
い
て
い
る
コ
し
か
し
、
附
際
迎

合
滋

'mの
規
定
は
民
絞
れ
決
を
権
利
と
し
て
認
め
た
も
の
で
な
く
、
民

族
内
決
が
「

ωじ
ま
し
い
こ
と
」
(
皆
包
含

E
S
)
で
あ
る
と
与
え
ら
れ

~お

て
い
た
c

民
族
内
決
が
権
利
と
し
て
定
め
ら
れ
た
の
は
、

A

九
六
O
年

a-
一
月
会
凶
日
に
、
間
際
連
合
総
会
に
よ
り
派
択
さ
れ
た
決
議
「
航
民

地
独
段
付
与
h
H
:
ど
の
決
議
本
文
第
一
項
に
、
「
す
べ
て
の
人
民
は
れ

信
託
統
治
制
度
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
一
;
完
)
(
矢
崎
)

。
七



凡
れ
え
上
?
文
中
仇
H

二
ト
し
、
L
J

ヘ‘

L
L
L

R
Zゐ
H
-
b£
免
え
ウ

1
1
F
r
E
‘

r
z
j
i
-
-ノ

決
の
権
利
を
も
ち
、
こ
の
権
利
に
よ
っ
て
、
そ
の
政
治
的
地
位
を
自
由

に
決
定
し
、
そ
の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
発
展
を
白
山
に
追
及

す
る
乙
と
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
権
利
と
し
て
の
効

力
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
際
連
合
総
会
に
は
一
般
的
な
闘
際

法
制
定
能
力
は
無
く
、
ま
た
、
総
会
決
議
に
は
、
あ
る
限
ら
れ
た
例
外

を
除
き
、
勧
行
的
効
力
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
難
点
が

へ

rm
一
2
、

あ
っ
た
心
し
か
も
、
検
民
地
強
な
付
与
貰
誌
の
採
択
に
際
し
て
は
、
当

(
U
J
 

同
の
杭
民
地
保
布
同
す
べ
て
が
索
機
し
た
と
い
う
予
備
も
あ
っ
た
?
し

か
し
、

A

九
七

O
年

.
0月
三
同
日
に
同
際
迷
合
総
会
に
よ
り
採
択
さ

れ
た
決
議
「
同
際
迷
合
慾
取
に
従
っ
た
諸
問
問
の
友
好
関
係
及
び
協
力

に
つ
い
て
の
同
際
法
の
以
別
に
関
す
る

IA行」
(
C
-
k
p
・
Mwg-N∞
N印(×

×
〈
)
」
(
以
下
、
「
友
好
関
係
以
則
山
H
4
f
巴
と
い
う
。
)
に
お
い
て
、
人

民
の
け
門
機
及
び
山
決
の
以
別
が
、
他
の
原
則
と
と
も
に
立
一
乃
さ
れ
、
九
上

ー沼

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
必
に
附
際
司
法
裁
判
所
は
、
占
九

七
品
年
に
ナ
ミ
ビ
ア
問
題
に
つ
い
て
の
、
勧
告
的
意
見
(
由
?
-
仲
間
。
ミ

吾
医
g
E
に
お
い
て
、
内
決
権
は
、
非
'H治
地
域
の
す
べ
て
に
適
用

さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
〉
六

A

九
六

O
年
の
他
民
地
独
丘
付
与
山
氏

一
バ
に
は
、
未
だ
独
L

玖
を
述
成
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
人
民
及
び
地
域
が

(
m
m
 

対
象
に
合
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
た
G

凶
際
司
法
裁
判
所
は
、
‘
九
じ
五

年
に
は
凶
サ
ハ
ラ
問
題
に
つ
い
て
の
勧
告
的
意
見
の
小
で
、
一
九
七
」

年
の
ナ
ミ
ピ
ア
問
題
に
つ
い
て
の
勧
行
的
立
見
を
引
川
し
、
ま
た
一
九

じ
じ
年
の
友
好
関
係
以
則
山
HAa
け
を
引
別
し
て
、

'H決
権
を
明
維
に
認
め

0 
J¥. 

戸
却た
の
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
行
的
立
見
に
よ
り
、
日
決
権
は
間
際
法
上

の
実
質
的
な
線
利
と
し
て
承
認
さ
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
よ
う
に
忠
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
友
好
関
係
以
刑
宣
行
の
中
に
、
日
決
の
以
附
と
し
て

定
め
ら
れ
た
「
凶
際
述
合
憲
市
に
う
た
わ
れ
た
人
口
氏
の
阿
権
及
、
び

'H決

の
以
則
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
民
は
、
外
部
か
ら
の
介
入
な
し
に
そ

の
政
治
的
地
伎
を
白
山
に
決
定
し
、
そ
の
経
治
的
、
社
会
的
及
び
文
化

的
発
展
を
白
山
川
に
追
及
す
る
権
利
を
布
し
、
す
べ
て
の
闘
は
、
附
滋
ネ

に
米
づ
い
て
こ
の
権
利
を
略
取
す
る
義
務
を
有
す
る
。
」
と
の
文
シ
川
の

法
的
効
染
に
つ
い
て
検
一
討
し
て
み
た
い
。
藤
間
久
一
東
京
大
学
校
校
は
、

茶
話
「
間
際
法
講
義

I
、
岡
山
本
・
間
際
社
会
」
に
お
い
て
、
同
際
述
A
H

総
会
決
議
の
法
的
性
質
は
、
州
側
別
的
に
判
定
さ
れ
ざ
る
を
符
な
い
c

例

え
ば
友
好
関
係
以
則
市
川
百
は
法
的
拘
束
力
を
布
し
、
独
自
の
法
泌
と
見

倣
さ
れ
例
げ
る
。
こ
の
立
味
で
、
間
際
迎
合
総
会
は
(
添
)
h
M
法
機
能
を

有
し
制
作
る
し
、
同
際
司
法
裁
判
所
も
、
般
信
に
で
は
あ
る
が
、
一
定
の

3
 

総
会
決
議
の
法
的
効
力
を
認
め
て
き
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
篠
山

教
授
が
説
く
よ
う
に
、
同
際
述
九
日
総
会
決
議
に
一
定
の
法
的
効
力
が
あ

り
、
特
に
友
好
関
係
原
則
山
口
一
一
一
引
に
法
的
拘
束
力
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
上

述
の
パ
ラ
オ
の
白
山
連
合
協
定
の
締
結
と
ぷ
認
の
過
制
作
は
、
民
族
自
決

権
の
等
取
を
定
め
た
友
好
関
係
以
別
紅
白
に
抵
触
し
て
い
た
と
も
-
一
角
川
い

符
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ラ
オ
に
対
す
る
信
託
統
治
の
柊

r子
続

き
に
お
い
て
は
、
信
託
統
治
県
本
会
は
、
一
九
九
問
年
五
月
二
抗
日
の

沼

決
議
(
寸
¥
何
回
∞

¥
N
H
S
P
M
2
)
)
に
よ
り
、
施
政
権
お
と
し
て
の



ア
メ
リ
カ
が
、
信
託
統
治
協
定
に
よ
り
州
附
さ
れ
た
義
務
を
中
し
分
な
く

総
行
し
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
信
託
統
治
の
終
了
を
低
め
た
c

心安ん
k

保

問料
mm事
会
も
、
‘
九
九
問
年
a

・
月

-
O
H
の
決
議
(
町
出
¥
切
出
∞
¥

「お

話
。
)
に
お
い
て
、
一
九
九
凶
作
五
月
-
一
五
日
の
信
託
統
治
則
州
事
会
の

決
議
を
印
刷
怠

(gwsmgg)
し
、
信
託
統
治
協
定
の
け
的
は
完
全
に

成
就
さ
れ
た
と
し
て
、
信
託
統
治
の
終
了
を
認
め
た
じ
こ
の
よ
、
つ
な
間

際
連
合
の
一
連
の
開
制
限
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
パ
ラ
オ
憲
法
と
白
山
述
介

協
定
の
対
玄
関
越
は
、
パ
ラ
オ
人
以
内
の
日
決
権
行
伎
の
ト
し
で
、
問
題
が

認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、
信
託
統
治
協
定
の
終
了
と
、
向
日

山
連
合
と
い
、
つ
政
治
的
地
紋
へ
の
移
行
が
、
凶
際
述
ん
け
に
よ
り
、
正
中
i

に
認
め
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2

経
済
的
進
歩
の
促
進

結
論
的
に
い
え
ば
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
利
訴
と
自
z

げ
を
促
進
す
る

た
め
の
経
済
的
発
達
は
、
目
的
を
迷
し
得
な
か
っ
た
と
パ
わ
、
さ
る
を
仰
げ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
軍
政
則
か
ら
一
九
六

O
年
初
め
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
「
民
依
学
的
動
物
関
政
策
」
と
一
江
川
わ
れ
る
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
外
部
か
ら
遮
断
し
て
放
問
約
し
て
お
く
政
策
を
絞
け

た
。
こ
の
期
間
中
は
「
経
済
開
発
と
い
う
耐
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
さ

「混一

れ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
二
九
六
-
一
年
か
ら
一
九
六
一
二
年
に
か
け
て
、

j
p
h
d
i
 

日

3
h

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
統
治
政
策
が
大
き
く
変
児
さ
れ
た
が
、
こ
の

政
策
転
換
が
結
果
と
し
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
ア
メ
リ
カ
に
永
続
的
に

従
泌
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
経
済
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
統

治
の
た
め
の
予
算
を
大
脳
に
階
級
し
、
内
務
符
が
統
治
を
紛
め
て
紋
初

の一

0
年
間
間
の
子
柏
伸
一
級
は
、
年
徽
問

i
七

O
O万
ド
ル
の
範
州
で
あ
っ

た
が
、
-
九
L

ハ
降
二
年
度
に
は
対
前
年
度
岳

O
C
パ
ー
セ
ン
ト
烈
の
一
、

泊

五

O
O万
ド
ル
を
計
上
し
た
。
子
鉾
級
は
次
第
に
明
敏
さ
れ
、
一
九
七

幻

じ
年
に
は
九
、
八

0
0万
ド
ル
に
も
述
、
し
た
の
で
あ
る
。
恥
方
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
領
域
内
に
お
け
る
経
済
活
動
に
よ
り
何
ら
れ
た
所
得
の
中
か

ら
、
税
金
そ
の
他
の
納
付
金
と
し
て
政
府
(
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会
及
び

地
以
議
会
)
に
納
め
ら
仇
た
金
額
の
、
財
政
収
入
金
一
徹
に
山
め
る
訓
九
日

は
、
一
九
七
コ
一
年
か
ら
占
九
七
七
年
ま
で
ほ
ぼ
五

1
六
パ
ー
セ
ン
ト
で

~
却

し
か
な
か
っ
た
〉
こ
の
数
値
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
財

政
肱
刑
法
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
資
金
が
な
け
れ
ば
、

F
H
L
1
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
品
九
七
つ
年
か
ら
じ
六
年
ま
で
の
貿

易
構
造
に
つ
い
て
判
断
す
れ
ば
、
輸
入
金
徽
が
輸
出
金
額
の
五
倍
(
一

、
持

九
七
問
年
の
み
一
ご
し
ハ
似
)
を
こ
え
て
い
る
。
ま
た
、
降
九
七
六
年
度

の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
就
業
お
の
し
ハ
問
パ
ー
セ
ン
ト
が
公
務
員
で
山
め
ら
れ

て
お
り
、
全
就
業
者
の
所
得
金
額
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
は
こ
れ
ら
公
務

一

04
 

円
以
の
符
た
所
得
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の

紋
絞
が
り
能
で
あ
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
.
九
六
七

1
七
七
年

一
平
均
で
、
年
五
、
八
‘
八
万
ド
ル
の
財
政
資
金
の
提
供
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
の
気
前

信
託
統
治
制
度
の
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
ぐ
;
完
)
(
矢
崎
)

O 
JL 



筑
波
法
政
第
二
十
六
分
六
九
九
九
)

の
良
い
多
額
の
贈
与
(
日
間
話
富
田
)
を
通
じ
て
、
崎
町
虫
経
済
(
宮

E'

4
 

2
8
2
0ロ
oguこ
の
地
伎
に
な
づ
て
し
ま
っ
た
の
」
の
で
あ
る
。

削
叫
ム
仕
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
、
経
済
的
な
側

fmか
ら
判

断
す
れ
ば
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
議
尚
及
び
パ
ラ
オ
の

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
J
J

闘
が
、
ア
メ
リ
カ
の
白
山
述
合
同
と
し
て
の
地
位
か

ら
離
れ
る
こ
と
は
、
白
山
述
九
日
協
定
に
よ
っ
て
供
与
さ
れ
る
経
済
級
助

資
金
を
失
う
こ
と
を
ぷ
味
し
、
そ
う
な
れ
ば
一
二
同
の
現
夜
の
絞
済
状
況

の
ま
ま
で
は
、
財
政
の
波
紋
を
き
た
す
こ
と
は
必
ゼ
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
関
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
郊
外
務
符
り
タ
ケ
シ
右

pwmaw
〉
・
戸
)

長
官
は
、
白
山
連
合
協
定
で
定
め
ら
れ
た
日
以
初
の
協
定
紋
絞
期
間
で
あ

る
十
五
年
間
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
経
済
日
夜
の
必
総
を
隊
J

リ
ム
ザ
る
た

め
に
は
余
り
に
も
奴
す
ぎ
る
の
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
側
か
ら
は
れ
山
波

A
U
協
定
を
十
五
年
間
で
(
・

0
0
命
年
に
)
終
了
さ
せ
よ
う
と
は
忠
わ

3
 

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
つ
こ
の
光
一
バ
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
紋
絞
広
忠
は

別
と
し
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
経
済
的
山
ム
リ
が
達
成
さ
れ
る
時
ま
で
、

白
山
川
迎
合
同
と
し
て
の
法
的
地
位
の
縦
続
を
渋
む
ぷ
忠
を
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
の
し
仏
紙
怖
か
ら
衣
明
し
た
も
の
で
あ
る
二
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
経
済
的

日
立
の
迷
成
が
現
時
点
で
は
祢
め
て
凶
難
な
状
泌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
待
凶
が
山
村
山
連
合
の
地
紋
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
、
経
済

的
な
側
似
か
ら
の
判
断
だ
け
に
よ
っ
て
も
、
近
い
将
米
に
は
あ
り
符
な

い
こ
と
だ
と
考
え
る
の
が
、
引
な
中
!
な
結
論
で
あ
ろ
う
じ

。

社
会
的
進
歩
の
促
進

ア
メ
リ
カ
海
軍
に
よ
る
信
託
統
治
と
し
て
の
統
治
則
問
中
士
九
四

七
i
k
A
年
)
の
主
裂
な
日
撚
の
‘
つ
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
健
康
・

保
健
状
態
の
改
持
と
向
上
で
あ
っ
た
仁
そ
の
た
め
に
、
信
託
統
治
似
政

府
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
対
す
る
阪
，
係
出
動
に
返
点
を
お
き
、
ま
た
非

羽

術
作
的
な
環
境
を
改
持
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
G

A

九
五
令
年
以

降
、
海
軍
に
代
わ
り
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
の
統
治
を
引
継
い
だ
内
務
省
は
、

健
泌
・
保
健
に
問
附
す
る
統
治
十
M
M
引
を
変
兇
し
、
予
防
医
学
、
保
健
教
育
、

衛
生
に
つ
い
て
の
作
家
活
動
に
前
一
点
を
山
政
く
よ
う
に
な
っ
た
っ
そ
れ
と

同
川
町
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人

-n身
が
氏
療
行
為
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
、

民
療
専
門
家
を
蕊
成
す
る
こ
と
に
し
た
、
こ
の
計
…
州
を
抗
出
)
す
る
た
め

に、

ι

九
牟
九

0
年
代
初
め
に
何
人
か
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
を
選
考
し
て

-
D
 

ブ
ィ
ジ
!
の
ス
パ
に
あ
る
医
学
校
に
山
川
学
さ
せ
た
c

し
か
し
、
，
九
L

ハ

K
年
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
恨
察
し
た
計
一
界
保
健
機
関
(
割
問
。
)
の
報

行
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
対
す
る
保
健
引
業
は
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
の
で
、
史
に
健
康
・
保
健
ポ
業
分
野
で
の
改

叫
が
の
努
力
が
な
身
、
守
れ
た
。
そ
の
，
環
と
し
て
ア
メ
リ
カ
本
上
に
あ
る
医

学
校
へ
の
印
同
学
作
の
派
逃
、
マ
リ
ア
ナ
地
一
恨
の
サ
イ
パ
ン
に
石
護
学
校

6
 
4
 

を
設
問
す
る
な
ど
、
阪
療
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
事
業
が
れ
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
改
持
の
努
力
に
よ
り
、
-
九
七

0
年
代
に
か
け
て
以
療

部
門
に
従
事
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
戦
口
氏
数
は
品
川
市
た
に
附
附
加
し
て
い

A
C
 

た
3 



医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
ム
九
七
六
年
ま
で
に
す
べ
て
の
地
区
に
総

合
病
院
が
設
問
さ
れ
て
お
り
、
妊
に
一
七
三
の
診
療
所
が
間
開
設
さ
れ
て

い
た
こ
し
か
し
、
診
療
所
の
ほ
と
ん
ど
は
貧
弱
な
胞
設
で
あ
り
、
ま
た

地
域
社
会
の
お
裂
に
応
じ
ら
れ
る
だ
け
の
数
の
施
設
が
枚
配
備
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
コ
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
政
的
は
老
桁
施
設
の
建
て
終
え
や
新

一
泊
叩
t

制
胤
に
診
療
所
を
川
開
設
す
る
な
ど
の
努
力
会
し
た
っ
し
か
し
、
依
然
と
し

て
離
め
な
ど
交
通
不
便
な
地
域
の
住
民
は
、
設
備
の
繋
っ
た
近
代
的
民

僚
機
関
で
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
交
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
間
か

れ
て
お
り
、
間
際
述
A
H
信
託
統
治
燃
が
会
a
b
A
九
七
七
年
度
の
年
次
報

行
存
に
お
い
て
、
信
託
統
治
領
山
川
辺
部
地
域
の
医
療
施
設
の
改
品
川
口
に
引

持

続
き
努
h
M
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

約
一
比
一
統
治
期
間
小
に
お
け
る
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
対
す
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
よ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
死
亡
事
は
お
%
に
低

ド
し
、
特
に
乳
幼
児
の
死
亡
中
は
占
九
六
五
年
の
4
1

・
八
六
パ
ー
セ
ン

ト
が
、
一

O
年
後
の
A

九
仁
五
年
に
は
-
二
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下

し
て
い
た
~
し
か
し
、
職
業
を
布
し
て
い
る
ほ
綴
の
子
供
の
多
く
に
、

栄
後
不
川
比
に
起
附
す
る
虚
弱
弘
ね
え
は
健
康
上
問
題
を
有
す
る
析
が
ま
だ

多
く
は
ら
れ
た
ヲ
栄
後
不
足
に
よ
る
疾
病
で
特
に
多
か
っ
た
の
が
、
付
日

刻
、

血
、
ナ
心
小
ん
出
品
感
染
JK
及
び
下
山
別
で
あ
っ
た
v

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
乳
幼
児
死
亡
ネ
の
低
ド
傾
向
と
、

は
向
い
出
生
ふ
千
三
九
九
八
・
じ
1
七
三
年
の
期
間
中
で
、

九
た
り
問
0
1
閲
A

人
で
あ
っ
た
)
が
続
い
た
た
め
、

十
々
に
お
い
て

‘、

0
0
0
人

一
九
六
七

1
じ

A

二
年
の
年
平
均
人
口
明
加
率
は
ミ
-

L

ハ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
限
界
で

λ
斗

川
以
お
の
噌
加
点
?
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
向
い
出
生
率
は
、
そ
の
後
も
維

持
さ
れ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
治
ぬ
は
一
九
八
九
年
の
時
点
で

1
0
0
0
人

中i
り
二
一

J
-
‘
人
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
は
一
九
九
‘
一
年
の
川
点
で
、

点、

0
0
0
人
労
り
ゴ
じ
ハ
・
七
人
、
パ
?
オ
は
A

九
九

O
年
の
時
点
で

2
 
5
 

a

、
0
0
0人
中
i
り
二
川
・
五
人
を
記
録
し
て
い
る
の
こ
の
よ
う
な
ぬ

い
出
生
本
と
乳
幼
児
の
化
亡
中
の
低
下
傾
向
は
、
必
然
的
に
人
日
明
加

を
も
た
ら
す
。
こ
こ
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
迷
路
を
例
に
取
上
げ
て
、
人

け
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
ぺ

e

九
五
八
年
か
ら

-
九
九
州
年
ま
で
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
兆
の
人
口
塙
加
状
況
は
次
の
辿

一
35
1

 

り
で
あ
る
コ

a

九
五
八
年
:
・
二
一
九

J
一
八
間
人
、
一
九
六
一
二
年
・
:
問
じ
、

O
じ
宇
品
入
、
一
九
八

O
年
:
・
仁
三
、

AL
ハ
O
人
、
一
九
九
ふ
年
:
・

0

0
、
五
二

O
人
、
直
九
九
附
年
:
一

O
五、

h
O
Lハ
人
c

以
k
の
数
似

は
、
一
九
九
凶
作
の
人
什
が
一
九
五
八
年
の
人
川
に
対
し
、
%
に
A

J

六
九
州
川
に
ま
で
椴
加
し
た
こ
と
を
ぶ
し
て
い
る
u

し
か
し
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
述
郊
の
場
合
、
本
米
の
人
口
数
は
も
っ
と
大
き
な
数
ヤ
で
ぶ
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
舟
山
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
祁
を
合
む
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の

'H山
迎
合
同
が
、
ア
メ
リ
カ
と
の
問
で
締
結
さ
れ
た
什

U
A
 

山
述
合
協
定
に
よ
っ
て
、
人
口
が
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
山
山
な
移
住
に
よ

り
、
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
述
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
と
の
白
山
述
合
協
定
及
び
パ
ラ
オ

と
の
白
山
述
合
協
定
第
-
単
第
開
条
第
ベ
問
.
節
の
条
項
に
よ
り
、
ミ

信
託
統
治
制
度
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
会
‘
、
完
)
(
矢
崎
)



筑
波
法
政
第
一
一
卜
六
号
三
九
九
九
)

ク
ロ
ネ
シ
ア
述
郎
、
マ
ー
シ
ャ
ル
緒
島
及
び
パ
ラ
オ
市
民
は
、
移
民
と

し
て
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
入
間
し
、
職
業
に
従
事
し
、
佐
川
的
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ポ
実
、
一
九
八

六
年
に
白
川
出
迎
合
協
定
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
注
邦
か

ら
ア
メ
リ
カ
鎖
(
特
に
グ
ア
ム
と
北
マ
リ
ア
ナ
)
へ
の
移
住
者
数
は
附

加
し
、
一
九
九
合
《
年
ま
で
に
グ
ア
ム
に
問
、
九
五
間
人
が
移
住
し
、
北

マ
リ
ア
ナ
に
は
、
ゐ
九
九
三
年
ま
で
に
目
:
ゐ
三
ハ
-
人
が
府
位
す
る
よ

う
に
な
っ
た
む
4

九
九
四
年
に
は
、
グ
ア
ム
と
北
マ
リ
ア
ナ
を
合
わ
せ
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
市
民
の
じ
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
八
、
七
五

円
)
人
が
陪
往
し
、

A

九
八
六
年
か
ら
‘
九
九
六
年
に
か
け
て
、
統
川
上

「

FM-

は
い
昨
年
人
け
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
移
住
し
た
と
椛
定
u

さ
れ
て
い
る
ハ

以
ト
の
下
山
心
ー
か
ら
、
人
口
問
題
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
統
治
に
つ
い
て
ム
ム
つ
の
問
題
点
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
r

そ
の

A

つ
は
、
委
任
統
治
に
よ
る
日
本
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
時
代
に
は
、

%
 

以
住
民
の
人
川
が
表
選
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
ア

メ
リ
カ
統
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
保
健
・
衛
生
・
医
療
分
野
で
の

改
訴
事
業
の
効
果
も
あ
っ
て
、
人
口
減
退
傾
向
は
完
余
に
く
い
と
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
逆
に
依
界
で
も
絞
ふ
れ
川
水
準
の
人
口
前
加
傾
向
が
絞
く

結
来
予

4
J
だ
ら
し
、
家
族
計
附
の
将
入
に
よ
る
人
口
抑
制
政
策
が
、
期

待
さ
れ
ゐ
判
れ
の
効
来
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
い
》
島
。
徐

H
の
問
題
点
は
、
日
向
述
合
協
定
に
移
住
に
関
す
る
条
項

を
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
e

こ
の
条
項
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
の
過
剰
人
口
を

PH山
迎
合
協
定
刻
問
中
に
は
無
制
限
に
受
入
れ
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
問
の
人
間
的
、

社
会
的
結
介
関
係
が
年
を
追
う
ご
と
に
深
ま
り
、
強
化
さ
れ
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
分
制
附
す
る
こ
と
が
凶
難
に
な
る
状
況
が
、

年
今
拡
大
さ
れ
る
結
果
を
も
た
h

り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
っ
す
な
わ
ち
、

移
住
間
泌
と
い
う
出
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
統
合

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
の

次
に
、
灯
託
統
治
期
間
に
お
け
る
労
働
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
、
…
九
七
六
年
度
の
時
点
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
会
就
業
者
の
L

ハ

7
 
5
 

問
パ
ー
セ
ン
ト
が
公
務
民
で
あ
っ
た
G

公
務
員
の
給
料
は
、
信
託
統
治

市
川
政
府
が
作
成
し
た
給
与
・
…
桜
川
計
削
に
法
、
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
c

給

与
・
一
桜
川
計
耐
門
に
は
、
勤
労
条
件
、
勤
労
か
れ
の
資
絡
と
分
組
分
け
、
中

央
肘
(
札
何
抑
制
度
が
合
ま
れ
て
い
た
。
民
間
部
門
の
質
令
は
、
各
緩
悶
帆
刊
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
多
く
の

Mm
刑
訴
は
公
務
け
れ

の
給
料
士
般
公
務
員
は
、
一
時
間
市
1
り
最
低
八

0
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
)

を
参
考
に
決
定
し
た
。
た
だ
し
、
以
低
賃
金
法
は
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
コ
就
業
時
間
は
、
.
け
八
時
間
、
一
週
間
間

C
時
間
勤
務
が
襟
ホ
で

あ
っ
た
3

労
働
組
合
へ
の
加
入
は
祭
止
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
そ

も
そ
も
労
働
総
合
'
リ
体
が
設
在
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
務

日
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
る
権
利
と
労
働
組
合
に
加
入
す
る
絡
利
は
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
c

信
託
統
治
期
間
小
に
お
け
る
労
働
問
題
は
、

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
間
中
労
使
紛
争
が
あ
っ
た



四
四
~

と
い
う
こ
と
は
報
配
目
さ
れ
て
い
な
い
c

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
ま
だ
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
は
労
働
者
の
労
働
民
一
本
権
を
保
節
す
る

法
的
制
度
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
拭
え
る
。
事
実
、
信
託
統
治

領
法
典
第
一
編
第
一
章
に
定
め
ら
れ
た
権
利
市
典
に
も
、
社
会
機
的
廿
得

本
権
を
保
際
す
る
条
項
は
僚
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
内
外
間
人

労
働
私
刊
の
緑
川
は
、
一
九
七

O
年
一
け
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
印
刷
住
勤
労

者
保
護
法
」

(FogSH。
口
広
岡
山
抽
出
丘
四
回
伴
者
。
再
出
吋
田
〉
立
)
に
よ
り
、

規
制
さ
れ
て
お
り
、
資
格
や
技
術
を
有
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
を
一
以
刑

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
中
請
に
悲
づ
い
て
許
可
さ
れ
る

~
Q
d
日

4
0
 

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
七
沢
年
七
月
か
ら
一
九
じ
六
年
六
月
ま
で

の
問
に
伝
託
統
治
地
域
全
域
で
一
一
、
.
一
一
一
八
人
の
外
同
人
労
働
行
が
縦

刑
さ
れ
て
お
り
、

k
佼
問
か
凶
の
内
訳
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
:
二
四
九

人
、
ア
メ
リ
カ
一
二
七
一
一
.
人
、
繰
同
二
五
-
一
人
、
日
本
・
一

O
-
人
で
あ
っ

ω~ 

た
ν次

に
、
失
業
問
題
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
c

一
九
七
三
年
の
時
点
で
、

マ
リ
ア
ナ
地
慌
を
除
く
九
七
地
阪
の
、
行
政
府
所
荘
地
域
の
失
業
殺
の
比

率
は
、
男
性
A

A

一
-
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
久
性
一
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

戸

F
O

ふ
れ
い
体
で
-
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
失
業
問
題
に
つ

い
て
、
信
託
統
治
領
政
府
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
約
済
は
内
給
'H足
経

済
で
あ
り
、
地
域
共
同
体
内
部
で
初
日
仏
に
扶
養
し
、
助
け
合
う
の
で
問

2
J
 
6
 

題
は
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
内
給
自
足
経
済
か
ら
貨
幣
経
済
の
社
会

に
移
行
す
る
に
つ
れ
、
特
に
行
政
府
所
在
地
域
で
は
、
地
域
共
同
体
内

部
に
お
け
る
抑
制
圧
扶
助
の
機
能
も
有
効
に
働
か
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
失
業
問
題
は
楽
観
被
で
き
な
い
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
特

に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
は
就
業
者
の
三
人
に
二
人
が
公
務
員
と
い
う
就
業

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
他
に
多
く
の
労
働
力
を
吸
収
で
き
る
だ
け
の
民

間
旅
業
が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
失
業
お
の
救
済
は

川
側
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
》
す
な
わ
ち
、
政
'
川
部
門
の
…
桜
川
を
M
m
や

せ
ば
、
そ
れ
だ
け
財
政
が
不
健
九
十
化

L
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
へ
の

依
存
度
を
尚
め
る
か
ら
で
あ
る
c

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
縦
別
状
況
は
現
状

に
お
い
て
も
就
業
者
の
ん
ハ
問
パ
ー
セ
ン
ト
が
公
務
は
と
い
う
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
公
務
日
円
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ハ
問
パ
ー
セ
ン
ト
の

符
に
J

成
業
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
も
し
、
ア
メ
リ
カ
の

経
済
援
助
に
依
存
す
る
財
政
構
造
を
改
め
る
た
め
に
公
務
民
数
を
削
減

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
失
業
持
を
生
み
出
し
て
し

ま
い
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
失
業
替
を
吸
収
で
き
る
よ
う
な
民
間
部
門

の
成
業
は
育
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
後
に
社
会
保
隙
制
度
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
む
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
に
お
い
て
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会
が
ふ
九
六
八
年
七
月
一
日
に

施
行
し
た
公
法
(
市

-rω
き
)
に
よ
り
、
「
信
託
統
治
領
社
会
保
隙

制
度
」

(
p
g件
、
吋
ミ
ユ
ぎ
弓

ω
o
a
m
L
P
gュ
ミ
∞
苫
Z
S
)
が
導
入
さ

れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
隙
制
度
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
実
情
に
迎
合
す
る
よ
う
に
修
正
し
た
も
の
で
、
廿
嶋
本

信
託
統
治
制
度
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
ム
-
、
完
)
(
矢
崎
)



筑
波
法
政
第
二
十
六
日
万
(

t
u
'し
F
I
M

--Jノー
ノ

的
内
市
廿
は
、
L

ハ
O
歳
に
述
し
た
者
及
び
ι

添
婦
に
対
し
、
年
金
を
支
給
し
、

非
扶
必
兇
次
に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
u

こ
の

財
源
は
被

ω
m
m
Zの
給
料
か
ら
の
撚
除
及
び
…
厳
別
符
の
拠
出
金
に
よ
っ

臼
γ

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
当
時
は
多
く
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
が
伝
統
社

会
の
小
で
、
同
司
胤
総
関
係
に
あ
る
集
団
内
の
相
虻
扶
助
の
制
度
に
依

作
す
る
傾
向
が
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
、
社
会
福
祉
関
係
の
事
業
は
、

山一

ま
だ
本
格
的
に
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
c

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
初
会
保

障
制
伎
に
つ
い
て
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
施
政
権
者
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
伝
統
社
去
の
利
正
扶
助
制
度
や
内
給

μ足
経
済
の
社
公
的

構
造
に
、
社
会
保
問
抑
制
度
の
か
な
り
の
部
分
を
ぽ
代
わ
り
さ
せ
て
い
た

と
一
行
え
よ
、
つ
G

教
育
的
進
歩
の
促
進

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
教
育
の
前
進
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
最
も
力
を
注
い

だ
分
野
で
あ
る
c
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
お
け
る
教
育
の
反
要
性
に
つ
い
て
、

J

九
六
…
年
七
月
に
ケ
ネ
デ
ィ

l
大
統
領
は
、
政
治
的
、
終
淡
的
反
ぴ

社
会
的
な
疋
な
る
前
進
の
た
め
に
、
教
育
は
鍵
「

wa)
で
あ
る
と
述

~
白
川

べ
た
む
実
際
に
こ
の
演
説
後
、
一
信
託
統
治
領
政
府
財
政
支
出
の
一
連
常
費

の
項
目
の
う
ち
、
教
官
伎
の
支
出
が
故
大
と
な
り
、
一
九
じ
み
一
一
j
一
九

七
七
年
度
の
支
出
内
符
を
凡
て
も
、
「
教
育
」
項
目
の
支
出
額
が
，
喬

一
回
叩
…

多
い
状
態
が
継
続
し
て
い
た
c

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
が
財
政
文
出
の

ー
で
も
、
円
以
も
力
を
注
い
だ
教
育
の
成
果
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ

4 

l
 

l
 
y
 
l
 

と
に
し
た
い
っ

自
治
促
進
の
た
め
の
教
育
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
化
と
い
う
観

点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
日
擦
は
ほ
ぼ
速
成
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
コ
一
九
七
六
年
の
時
点
ま
で
に
、
教
育
省
長
官
を
策
到
に
、
地

医
の
教
育
委
け
は
会
を
合
む
教
育
委
託
の
全
員
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
公
私
立
の
小
学
校
、
山
中
等
学
校
の
合
数
日
の
う
ち
、

約
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
教
討
に
よ
っ
て
山
め
ら
れ
る

町山

よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
J

救
育
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
的
託
統
治
協
定
に
よ
り
施
政
権
行
ア
メ

リ
カ
に
諜
さ
れ
た
義
務
は
、
制
協
定
第
六
条
筑
間
項
に
よ
り
、
「
一
般

的
初
等
教
脊
制
皮
の
設
定
の
た
め
の
拡
伎
を
執
り
、
住
民
の
戦
業
的
及

び
文
化
的
進
渉
を
山
台
い
切
に
し
、

K
H
W
的
の
あ
る
学
生
に
対
し
、
職
業
的
水

準
に
お
け
る
訓
練
を
合
む
出
等
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
焚
励
す
る
こ

と
乙
で
あ
る
c

こ
の
義
務
の
う
ち
、
初
等
教
育
制
度
の
設
定
の
た
め

の
抗
期
限
は
、
十
分
成
就
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
す
な
わ

ち
、
一
九
七
六
年
度
ま
で
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
〈
k
域
に
、
公
私
立
合
わ
せ

て
a

-

問
八
の
小
学
校
が
設
m
抗
さ
れ
て
お
り
、

7
・
0
、
-

A

八
五
人
の
兇
京

山
叩

が
復
籍
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
C

J

校
内
り
の
平
均
児
指
数
は
4

a

点
一
、
一
人
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
数
偵
を
日
本
統
治
時
代
と
比
較

し
て
み
る
こ
と
に
す
る
c

一
九
:
六
年
の
時
点
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人

の
児
議
を
対
象
と
し
た
公
学
校
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
全
域
で
m

て
九
校
設

一閉

院
さ
れ
て
お
り
、
三
、

O
五

O
人
の
児
従
が
本
絡
し
て
い
た
c

ゐ
校
中
1



り
の
ポ
ト
均
兇

km数
は
、
.
て
二
人
で
あ
っ
た
。
け
本
統
治
時
代
と
比
べ
、

ア
メ
リ
カ
絞
め
時
代
に
は
、
小
学
校
の
学
校
数
が
、
一

O
倍
弱
に
期
加

初

し
、
わ
代
新
川
刷
出
山
中
料
は
も
九
e

九
品
川
の
治
加
を
ぶ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア

メ
リ
カ
の
ミ
ケ
は
ネ
シ
ア
数
ム
け
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
数
行
ト
M
針
と
し
て
、
引
川
地
ゐ
品
川
と
英
語
の
-
一
，
け
ぷ
を

は
山
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
A

ム
ペ
バ
説
教
育
を
採
川
し

:
:
iト
?
t
A
L
t
-
a
:
;
、
L

:

;
て

:
:
l
i
-
-
7
、
:

え
カ
務
手
法
い
じ
夕
刊
副
て
t
t
，
刀
木
丈
J
t
d
v
カ
釘
け
さ
オ
て

L
犬

従
っ
て
…
一
川
口
話
殺
す
と
い
っ
て
も
学
校
教
育
の
救
綬

m
J訴
は
必

然
的
に
英
却
に
取
点
が
択
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
問
題

は
、
小
川
f
校
、
小
等
学
校
を
通
じ
て
多
く
の
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
人
教

討
が
、
英
紙
に
よ
る
教
育
を
行
え
る
だ
け
の
ト
分
な
英
治
能
力
を

備
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
c

ま
た
、
英
語
に
よ
る
教
授
能
力
に
限
ら
ず
、

e

般
的
な
数
日
と

し
て
安
求
さ
れ
る
ト
分
な
能
力
や
資
終
を
有
し
な
い
か
ね
も
、
教

μ

と
し
て
教
育
に
務
わ
っ
て
い
た
点
で
あ
る
ゥ
一
九
じ
六
年
伎
に
お

け
る
小
学
校
及
び
中
等
学
校
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
救
災
総
数
山
、

六
七
七
人
の
う
ち
五
・
二
a

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
八
九
人
は
、
両

市
中
川
一
十
枚
も
修
了
し
て
い
な
い
無
資
格
教
員
で
あ
っ
た
J

②
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
対
す
る
学
校
教
育
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ

信
託
統
治
協
定
第
六
条
約
凶
刻
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

「
住
民
の
職
業
的
及
び
丈
化
的
進
ぷ
を
容
易
に
」
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
c

従
っ
て
、
学
校
教
育
の
実
践
に
お
い
て
は
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
川
ぬ
の
に
え
化
や
伝
統
を
汁
待
機
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
山

な
す
る
上
で
必
要
な
人
材
を
育
成
し
、
ま
た
そ
の
人
材
に
は
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
の
同
泣
り
の
た
め
に
必
安
な
職
業
的
訓
練
を
施
し
、

必
要
な
知
織
や
技
能
を
切
仰
げ
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
c

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
兇
本
川
に
制
作
刑
さ

れ
て
い
な
い
、
防
火
訂
川
で
舎
か
れ
た
教
科
芹
を
使
川
し
、
ま
だ
'
什
給

白
川
応
経
済
の
段
階
に
あ
り
、
し
か
も
伝
統
的
な
身
分
制
度
が
機
能

し
て
い
る
社
会
に
、
位
附
介
で
川
以
も
発
達
し
た
物
質
文
化
を
有
す
る

悶
の
教
育
制
度
、
教
育
内
科
を
移
航
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
、
外
部
か
ら
の
、
い
わ
ば
抑
し
つ
け
教
育
は
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
人
の
自
立
に
抗
技
役
に
な
っ
・
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
住

民
に
ア
メ
リ
カ
の
鍬
値
観
を
被
え
つ
け
、
ア
メ
リ
カ
化
さ
せ
る
た

め
の
手
段
と
し
て
の
役
割
を
来
た
す
結
川
市
に
な
っ
た
の
で
あ
る
の

A

九
七
六
年
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
教
育
委
員
会
が
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
の
た
め
の
教
育
目
標
」
(
の

g
u
o内
問
仏
ロ

g位
。
口
同
向
足
付

2
5
E

包
竺
を
採
択
し
、
こ
の
山
中
で
、
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
教
育
問
燃
は
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
か
ら
発
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
よ
る
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
人
の
た
め
の
教
な
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
n

ー
一
と
述
べ
、

従
米
の
信
託
統
治
鋭
、
政
府
の
教
育
万
針
を
修
正
し
た
、
新
し
い
教

育
指
導
目
標
を
示
し
た
っ
そ
の
小
で
特
に
強
調
し
た
こ
と
は
、
乱
、

関
か
れ
た
教
育
で
あ
る
こ
と
、

b
、
柔
軟
性
の
あ
る
教
脊
で
あ
る

信
託
統
治
制
度
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
一
一
、
完
)
(
矢
崎
)
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、

こ
と
、

c
、
実
践
と
枚
ん
で
、
考
え
る
力
を
縫
う
教
育
で
あ
る
こ

符
~

と
、
の
二
一
要
素
で
あ
っ
た
。
使
用
教
科
訴
も
徐
々
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
で
作
ら
れ
た
も
の
に
撹
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
、

4

九
七
六
年

に
作
ら
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
教
科
脅
は
、
算
数
、
熱
荷
附
芸
、

保
健
、
一
J

品
川
口
語
教
育
の
問
点
で
あ
り
、
そ
の
他
に
特
別
な
必
袋
の

あ
る
地
ば
で
は
、
地
区
独
JH
の
教
科
泌
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

ず九

て
い
た
G

③
心
的
等
教
育
に
関
す
る
問
題
点
の
一
つ
は
、
地
域
社
会
の
必
要
性

に
成
接
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
分
野
の
教
育
と
、
教
行
機
関
で
実

際
に
刷
H
m
N
し
た
専
門
科
目
と
の
間
に
ギ
ヤ
ソ
ブ
が
あ
り
、
学
校
を

卒
業
し
て
も
れ
分
が
学
ん
だ
専
門
教
A
V
を
生
か
せ
る
職
場
に
就
械

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
ラ
オ
の
コ
ロ

i
ル
に
"
0
2
 

あ
っ
た
、
中
1
時
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
職
業
セ
ン
タ
ー
(
足
。
。
)
で

は
、
問
万
九
人
の
学
ル
ー
の
う
ち
-
d
九
間
人
は
P

ハ
分
が
受
け
た
か
門

教
育
と
は
関
係
の
な
い
所
に
就
職
し
た
c

ま
た
、
尖
際
に
就
職
し

て
い
る
殺
の
間
五
・
一
一
a

パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
が
、
山
口
分
が
勉
強
し
た

山叩巾

分
野
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
と
い
う
状
泌
で
あ
っ
た
り

も
う
つ
の
問
題
点
は
、
山
中
途
以
一
学
去
の
数
が
多
い
こ
と
で

あ
一
ア
た
~
グ
ア
ム
L

入
学
の
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
」

7
J
 

(Ekr何
台
が
、
‘
九
八
」
年
に
発
行
し
た
械
行
設
に
よ
れ
ば
、

ミ
ク
ロ
、
ネ
シ
ア
の
い
日
間
咋
教
育
機
関
で
や
ぶ
学
生
の
ほ
ぼ
半
数
が
、

卒
業
で
き
な
い
で
中
山
地
で
退
学
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
つ
そ
の

日.J:"A

ノ、

湾
出
と
し
て
、
学
校
を
ネ
業
し
で
も
そ
れ
に
見
合
、
つ
枕
戦
け
を
探

す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
、
英
語
能
力
の
不
足
、

学
資
不
足
、
高
校
段
階
で
の
学
力
不
足
を
祭
げ
て
い
る
ふ

④
学
校
教
育
と
の
関
係
で
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
は
、

学
校
を
卒
業
し
て
も
就
職
先
が
な
く
、
仲
U

八
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

表
幹
が
多
い
こ
と
で
あ
る
c

そ
の
た
め
に
、
働
き
け
の
な
い
青
年

た
ち
は
あ
て
も
な
く
行
政
府
所
夜
地
区
の
硲
り
場
を
俳
御
し
、
別

を
飲
む
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
計
者
の
飲
測
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
の
新
た
な
社
会
問
題
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

~uo 

た
ま
た
同
様
に
、
前
途
に
希
望
を
持
て
な
い
青
年
の

'M殺
も
増
大

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
伝
年
以
降
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
郊
の

ト
ラ
ッ
ク
で
八

C
人
以
上
が
自
殺
し
た
が
、
そ
の
半
数
は
一
五
成

か
ら
-
-
開
成
ま
で
の
未
納
の
男
性
で
あ
っ
た
。
-
九
七

-h年
か
ら

七
九
年
ま
で
の
人
川
一

O
万
人
に
対
す
る
白
殺
者
数
は
昼
一
五

O
人

へ

97
 

で
、
悦
界
で
沿
古
川
の
自
殺
市
中
で
あ
っ
た
c

飲
柄
、
山
殺
と
い
う
ね

の
行
為
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
れ
れ
託
統
治
期
間
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
の
教
育
は
、
ミ
ク
ロ
、
チ
ン
ア
の
お
い
人
的
資
泌
を
活
用
し
、

同
造
り
に
参
加
で
き
る
場
を
創
出
す
る
と
い
う
点
で
は
問
題
を
桟

す
紡
来
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
対
す
る
教
育
の
実
績
に
つ
い
て
、
紡



諭
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
数
品
川
を
通
し
て
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の

ア
メ
リ
カ
化
を
進
め
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
英
語
及
び
ア
メ
リ
カ
の
文
化

や
側
似
矧
を
主
治
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
げ
え
よ
う
。
教
育
を
通

し
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
に
英
語
を
刊
得
さ
せ
、
民
話
能
力
の
な
い
者

に
は
い
品
等
教
育
を
受
け
る
機
会
が
与
え
ら
れ
ず
、
従
っ
て
社
会
の
指
導

仔
に
な
る
逃
も
削
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
、
ミ
ク
ロ
、
不
シ

ア
で
行
っ
た
教
育
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
た
め
の
教
育
と
い
う
よ
り

は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ア
メ
リ
カ
化
の
た
め
の
教
育
で
あ
っ
た
教
育

を
通
し
て
、
英
語
に
依
存
す
る
度
合
い
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

疑
う
余
地
な
く
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
ア
メ
リ
カ
化
は
.
桝
進
行
す
る
状

-m 

況
に
あ
っ
た
c
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臨

車喜

び

本
州
市
ん
に
よ
り
符
ら
れ
た
紡
諭
を
、
ム
け
で
必
約
す
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
は
、
終
始
‘
民
附
際
の
ボ
・
祁
と
山
不
全
の
明
遂
を
凶
る
技
務
の
純
一
り
を

常
に
後
先
さ
せ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
を
一
ね
っ
た
と
い
え
る
c

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、
同
際
の
平
和
と
安
全
の
地
滋
を
閃
る
γ
労
務

の
履
行
を
山
市
に
一
後
光
さ
せ
た
も
の
の
、
住
民
の
利
統
似
必
を
凶
る
義
務

の
版
行
合
怠
っ
た
り
、
な
お
ざ
り
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ア

メ
リ
カ
の
統
治
実
績
を
見
れ
ば
、
特
に
一
九
六
コ
午
代
以
降
に
な
っ
て

か
ハ
戸
、
こ
の
ぬ
務
を
も
誠
実
に
遂
行
し
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

す
な
わ
ち
、

h

九
六
心
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ミ
ク
ロ
、
不
シ
、
ア
政

治
は
父
山
に
さ
れ
、
作
川
人
の
利
r伶
と
一
一
例
祉
の
r
川
上
に
も
注
ハ
な
が
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ミ
ク
ロ
、
不
シ
ア
財
政
之
山
川
徹
も
大
帆

に
別
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
c

こ
の
よ
、
つ
な
ア
J

A

H

，
ヵ
の
続
涜
援
助

資
金
の
投
入
に
よ
り
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
な
問
題
点
も
あ
っ
た
も
の
の
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
政
治
的
進
広
、
経
済
的
進
歩
、
社
会
的
進
歩
及
、
び
教

内
的
進
本
の
促
進
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
評
似
で
き
る
む
し
か
し
、

A

方

で
統
消
的
に
山
江
で
き
る
よ
う
な
社
会
、
経
済
構
造
に
変
え
な
い
ま
ま

に
、
公
共
泌
門
を
中
心
に
防
次
ト
込
山
を
続
け
た
の
で
、
か
え
っ
て
ア
メ

リ
カ
へ
の
依

zou肢
が
強
ま
サ
?
と
い
う
矛
盾
を
拡
大
さ
せ
る
結
仰
木
と
な
っ

た
c信

託
統
治
制
度
の
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
(
島

ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
に
れ
ー
リ
ー
で
き
な
い
状
泌
を
、
結

集
的
に
作
り
出
す
過
校
の
中
で
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
、
自
治
え
は
独
立

さ
せ
る
た
め
の
け
ハ
体
的
な
政
策
を
実
施
に
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
ぐ

こ
の
政
策
の
対
決
と
し
て
、
一
九
じ

O
年
ぶ
か
ら
八

O
年
初
め
ま
で
に

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
人
の
'
け
治
政
府
の
樹
か
が
認
め
ら
れ
た
ャ
し
か
し
、
い
し
い
川

託
統
治
終

f
と
共
に
北
マ
リ
ア
ナ
は
ア
メ
リ
カ
の
領
土
に
取
込
ま
れ
、

今
げ
で
も
ア
メ
リ
カ
の
泌
似
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
υ

他
の
J

M

川
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
述
邦
、

γ
i
シ
ヤ
ル
諸
島
、
パ
ラ
オ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
滋
法

の
胤
定
の
上
で
は
、
独
立
附
と
し
て
の
体
裁
を
終
え
、
ま
た
凶
際
社
会

に
お
い
て
も
政
治
的
な
味
に
お
い
て
「
独
立
」
が
必
め
ら
れ
た
も
の
の
、

計
ほ
的
に
は
'
け
点
の
け
ん
通
し
が
人
?
な
お

ιた
な
い
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

粁
済
援
助
を
前
悦
と
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
白
山
迷
A
け
と
い
う
関
係
に
お

け
る
独
U
と
い
う
政
治
的
地
紋
に
前
か
れ
た
の
で
あ
る
こ
れ
山
山
述
ん
け
協

定
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
汚
阿
は
、
「
同
際
の
-
平
和
及
び
安
全
」
に
協
力

す
る
凶
際
的
義
務
を
れ
わ
さ
れ
て
い
る
で
し
か
も
、
山
口
山
述
九
日
が
将
米

解
消
さ
れ
て
も
な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
防
上
の
利
叫
怖
が
永
続
的
に

昨
保
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
F

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
竺
同
は

形
式
的
に
独
か
ψ

し
た
と
は
い
え
、
計
一
初
、
立
関
し
て
い
た
「
独
立
」
と

は
、
制
凡
な
る
、
ア
メ
リ
カ
の
安
八
ト
保
川
仰
を
係
川
体
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば

ア
メ
リ
カ
の
「
保
護
凶
的
独
'
江
川
家
」
と
も
げ
う
べ
き
特
殊
な
政
治
的

山
出
1
r

ムニ
H
J
i
X
1

こ
〉

F
C
Kリ
i
u
c

制
刈

'tvpumt，刀
4
4
・7
0
1ふ
d

、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
幻
託
統
治
は
、
川
川
際
述
人
九
日
滋
ネ
に
恭
一
づ
い
て
「
文

市
川
)
(
欠
陥
)



筑
波
法
政
第
A

」
ト
し
ハ
け
で
九
九
九

明
の
倒
壊
な
れ
託
」
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
窓
卒
第
七

1
条

は
、
そ
の
信
託
の
日
的
を
一
地
域
の
住
民
の
利
凝
が
至
上
の
も
の
で
あ

る
と
い
、
つ
原
則
を
本
認
し
、
札
つ
、
こ
の
地
域
の
住
民
の
福
祉
を
そ
の

慾
阜
の
維
な
す
る
凶
際
の
平
和
及
び
安
全
の
制
皮
内
で
目
以
尚
皮
ま
で
増

進
す
る
義
務
」
の
刷
版
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
凶
際
法
仁
の
義
務

が
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
権
を
守
る
た
め
の
安
全
保
際
政
策

と
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
尖
施
さ
れ
て
き
た
か
を
本

稿
で
検
証
し
た
。

間
際
述
合
滋
取
が
制
定
さ
れ
た
当
時
に
は
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
過
大
な
義
務
を
一
主
権
問
に
委
託
す

る
の
は
、
今
日
の
同
際
社
会
で
は
不
適
切
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
災
犠

に
そ
の
同
際
法
上
の
義
務
を
来
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
岡
山
水
区
権
を
守
る
た
め
に
「
同
際
の
平
和
及

び
安
全
」
の
実
現
に
名
を
釣
り
て
、
「
地
域
の
住
民
の
利
益
」
や
「
地

域
の
住
民
の
い
倒
祉
」
が
戦
槻
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

今
日
の
附
際
社
会
に
お
い
て
「
文
明
の
神
聖
な
信
託
」
の
義
務
を
信

義
誠
実
に
綬
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、
同
際
連
合
の
制
皮
改
車
が
必
裂
で

あ
る
と
結
詠
づ
け
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
統
治
の
よ
う

に
、
角
、
仁
俄
附
家
に
一
信
託
を
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、
凶
際
組
織
が
直

接
そ
の
義
務
を
ω
版
行
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
国
際
機
関
の

山
桜
の
管
斑
下
に
慌
く
よ
う
に
改
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
じ

主(1)
山
H

・
由
連
合
協
v

廷
の
ぬ
効
期
間
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦
及
び
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
に
つ
い
て
は
十
Ah
年
間
、
パ
ラ
オ
に
つ
い
て
は
K
C
年
間
で
あ
る
と
し

て
、
ゐ
般
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
υ

し
か
し
、
こ
の
期
間
は
、
総
塩
川
に
は
布
効

期
間
で
は
な
く
、
山
止
め
ら
れ
た
終
了
の
子
続
き
を
と
っ
た
場
合
に
、
白
山
迷

λ

河
川
協
定
の
ほ
と
ん
と
の
条
項
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
及
び
マ
ー
シ
ャ
ル
必

ぬ
に
つ
い
て
は
ト
五
年
間
行
バ
体
的
に
は
v
宇

f
o
一
年
ま
で
で
あ
る
}
を

も
っ
て
火
効
L
、
パ
ラ
オ
に
つ
い
て
は
泊
。
年
間
(
刊
八
体
的
に
は
手
字
。
問
問

年
ま
で
で
あ
る
。
た
だ
し
、
財
政
援
助
期
間
は
、
イ
ド
ハ
司
聞
で
具
体
的
に
は

三

C
O
九
年
ま
で
で
あ
る
u

)

を
も
っ
て
失
効
す
る
と
い
う
内
谷
の
規
定
で

あ
り
、
終
了
の
手
続
き
を
と
ら
な
い
限
り
は
、
山
山
川
述
ん
け
協
定
は
期
以
後
も

引
き
続
き
'
縦
続
す
る
こ
と
に
な
る
c

(
2
)

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
郊
と
の
関
係
は
、
自
由
述
九
日
協
定
の
付
総
協
定
叶
本
協

定
第
一
二
長
年
一
節
、
第
一
一
一
司
ゴ
二
日
川
に
応
づ
く
ア
メ
リ
カ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
述
邦

友
好
協
力
制
圧
安
全
保
隙
協
定
」
に
よ
る
3

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
ぬ
と
の
関
係
は
、

山
山
述
合
協
定
の
付
紙
協
定
「
本
協
定
第
一
一
了
A

節
、
第
-
1

今一バ却に北品川づ

く
相
互
安
全
保
際
協
定
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
、
マ
i
r
J
γ

ル
持
品
川
川
の
協
定
」

に
よ
る
つ
パ
ラ
オ
と
の
関
係
は
、
「
ア
メ
リ
カ
、
パ
ラ
オ
間
の
白
山
連
介
協

定
」
第
問
中
市
第
h
条
第
四
五
J
-
M

即
(
さ
に
よ
る
。


